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新入会員と協会役員との懇談会

東京都産業資源循環協会は、令和3年 6月9日㈬ 14時より協会会議室において、新
入会員と協会役員との懇談会を開催した。2020年 10月から2021年 3月に入会した正
会員 3社、賛助会員1社を対象として開いたもので、4社が出席した。
	 （取材　塩沢		美樹）

後列左から		森	常任理事、加藤	副会長、細沼	副会長、赤石	副会長、二木	常任理事、
木村	専務理事、鈴木	事務局長、片桐	氏・三須	氏（ドラEVER）

前列左から		田辺	氏（BOND）、今井	氏（VOLTA）、鈴木	会長、西澤	氏（N-TECH）、渡海	氏（ドラEVER）
※撮影時のみマスクをはずしました

	■ 次第
1.	 会長挨拶	 ［鈴木宏和	会長］
2.	 出席者自己紹介
3.	 協会事業の状況について
	 	 ［木村尊彦	専務理事］
4.	 新入会員との意見交換
5.	 記念撮影
6.	 閉会
	 ◉出席者一覧は5ページ

	■ 意見交換（抜粋）
協会役員：　ご入会いただき、ありがと

うございます。これから意見交換に移
りますが、協会に期待することや、会
員の皆さまに対して、こういうことも
できると自社のアピールなどあれば、
お聞かせください。

	 　それではBONDさんからお願いしま
す。

田辺氏：　私は前職で当協会の青年部に
所属し、当時から活
気のある協会の活動
に強い印象を持って
いました。
　独立して㈱ BOND
を 起 業しました の
で、今後はBONDと

して協会の活動に参加していきたいと
思っています。

協会役員：　得意分野は？
田辺氏：　業種は収集運搬業で、小口

の回収を得意としています。トラック
ではなく、ワゴン車や軽車両のフット
ワークを活かし、お客様のニーズに迅
速に対応できるのが強みです。最近は
リチウムイオン電池や乾電池の処理に
関するお問合せが増えています。今日
の出席者にVOLTAさんがいらっしゃい
ますが、協会員同士、有益な情報交換
ができればと期待しています。

協会役員：　前職とは？
田辺氏：　江東区新木場の㈱ オネストで

営業部長をしておりました。
協会役員：　協会にも単品で１回のみと

いった収集のお問合せがあります。こ
の場合、収集運搬の費用が高くなると
思いますが、どういった工夫をしてい
ますか。

田辺氏：　当社の収集運搬車両は中・大
型車両ほどコストがかからないという
利点があります。また、なるべく地域
でまとめて回収する方法をとっていま
す。

協会役員：　次にVOLTAさん、お願いし
ます。

今井氏：　静岡県富士宮市でリチウムイ
オン電池のリサイ
クルを行っていま
す 。親 会 社 は 、
㈱ エンビプロ・
ホールディングス
という東証1部上
場の会社です。

	 　エンビプログループの中核である
㈱ エコネコルが70年以上にわたって、
主に鉄・非鉄金属、廃プラスチック、
廃家電等のリサイクルを行ってきまし
た。3年前にリチウムイオン電池のリ
サイクルに特化したVOLTAを、エン
ビプロ100％子会社として創業しまし
た。工場は1年ほど前に本格的に稼働
し、現在は月に約100トンを回収、リサ
イクルしています。その約５割は電池
メーカーから発生する工程不良品など
で、残りは市中で発生する使用済みの
ものなどです。

協会役員：　リサイクル後は製錬原料に
なるのですか？

今井氏：　可燃性の高い電解液を乾燥、
破砕、選別し、ブラックサンドと呼ば
れるコバルトやニッケルを含む濃縮
宰の生産や、レアメタルの回収をして
います。現在は、製錬が進んでいるア
ジア諸国に輸出していますが、レアメ
タルは貴重な資源ですので、国内で新
たなリサイクルプロセスを確立するた
め、エンビプログループでは複数の会
社と協業あるいは資本提携もしなが
ら、10年にわたって実験を行ってきま
した。5年以内に商業ベースにのせるこ
とを目標としています。
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協会役員：　VOLTAさんは、都内でリチ
ウムイオン電池を集めるスキームを作
れないか、というお話ですね。

今井氏：　リチウムイオン電池のリサイ
クルでネックになるのが、１回あたり
の回収量なんです。業者さんごとに、
月に数十キロから数百キロほど回収し
ていますが、他県となりますと、１車
数十キロでは運送コストがあいませ
ん。そこで、この協会で回収拠点を設
けていただけないかということです。

協会役員：　中間処理委員会が中心と
なって、話を進めていきたいと思って
いますので今後ともよろしくお願いし
ます。

協会役員：　ではN-TECHさん、お願いし
ます。

西澤氏：　メインは建築業で、躯体の耐
震補強工事などを請
け負っています。
　2年前に解体業の
許可を取得し、内装
解体等を請け負える
体制が整ったところ
です。解体廃棄物の

収集運搬などが発生してきて、産廃の
知識が少ないものですから、わからな
いことをお聞きしたいと思い入会しま
した。また、法律も厳しい中、知らな
い間に法律違反をしていたということ
もあるかもしれないので、勉強会など
に参加して知識をつけたいと思ってい
ます。

協会役員：　解体を手がけることにした
のは、どのような理由からですか？

西澤氏：　2030年頃にアスベストの解体
のピークを迎えると聞いたので、解体も

当社の事業の柱のひとつになるのでは
ないかと思い、勉強している最中です。

協会役員：　東京建物解体協会には所属
されていますか？

西澤氏：　入っていません。解体協会は
解体の専門技術に関することが主な目
的ですので、マニフェストをどうやっ
て出すかなど、具体的なことは教えて
もらえません。産廃の委託契約の交わ
し方とか、お客様の中には、全く知ら
ないという方もいて、アドバイスので
きる業者のほうが頼みやすいと言われ
るのが現状です。

協会役員：　当協会では、東京建設業協
会、東京建物解体協会とタッグを組ん
で施設見学会や合同勉強会を開催し
ています。勉強会では、東京都環境局
の方に講師に来ていただいて、建設廃
棄物の課題や問題点について答えても
らったりしています。当協会総会議案
書の中に記載があります。機関誌にも
掲載しているのでご覧ください。

西澤氏：　はい、調べてみます。
協会役員：　次は、ドラEVERさん、お願

いします。
渡海氏：　私どもはドライバー専門の求

人媒体です。人を
直接あっせんする
ということではな
く、求人広告の記
事を掲載する媒体
を運営管理してい
ます。ドライバー
専門の求人媒体は全国に20ほどありま
すが、この中で掲載数・内容ともに、
うちが一番充実しているという評判を
いただいております。

出席者一覧	 （順不同、敬称略）

会社名 役職・氏名 所在地・連絡先

正 会 員 ㈱	BOND 代表取締役 田辺  大樹
東京都江東区牡丹 3-15-1
MI ビル 1F
 ☎ 03-6240-3951

正 会 員 ㈱	VOLTA 代表取締役 今井  健太
静岡県富士宮市山宮 3507 番地
の 19
 ☎ 0544-66-3132

正 会 員 ㈱	N-TECH 代表取締役 西澤  一秀
東京都武蔵村山市学園 2-3-10

 ☎ 042-843-9738

賛助会員 ㈱	ドラ EVER

営業部シニアマネージャー（営業部長）
 渡海  克利
営業部車両チーム 片桐  裕茂
 三須  洋志

東京都港区西新橋 3-15-12
西新橋 JK ビル 2F

 ☎ 03-6371-4192

	 　親会社が運送会社で、そこから派
生して、ドライバー職の人を集めるに
は、どういうことが必要なのかという
ことから入っています。メインは求人
ですが、各社様の色々なお悩みに応え
る形で、燃料共同購入など事業を拡大
してきました。最近では損害保険、火
災保険に関してアドバイスできる体制
もつくっています。

協会役員：　当業界でも、一番困ってい
るのがドライバーがいないということ
なんです。協会では人材確保プロジェ
クトという活動を行っています。人材
確保に関して、当協会員に向けたアド
バイスがありますか？また、講習会の
講師をお願いできますか？

渡海氏：　はい。他の協会でセミナーを
やらせていただいた実績もあります。

協会役員：　ドライバーに関して、最近
の傾向はどうでしょうか？

渡海氏：　コロナ前は、圧倒的にドライ
バーが足りませんでしたが、今はドラ
イバーになりたい人が増えてきていま
す。ただし、2人以上で乗り込む職種は

依然として人気がありません。一方、
採用はできるが定着しないなど、次の
課題を感じている企業さんと両局に分
かれていますね。

協会役員：　当業界の会社は、イメージ
や社風がいかつく

4 4 4 4

見えてしまって、若
者が応募しづらいのではないかと感じ
ています。

渡海氏：　イメージと会社の内容の違い
が応募者に届いていないから、応募す
ら来ないのです。その違いを、きちん
と表現できれば目に留まるようになり
ます。いまの若い人たちは、インター
ネットの情報を90％信頼しているの
で、情報発信の受け皿を作ることも大
事です。人を呼び込む機会づくりをお
手伝いするのが私どもの仕事です。
また、当社の特徴のひとつに、スカウ
ト機能があります。登録者に対し、個
別に直接オファーが可能です。ドライ
バー職で１万人の登録があり、1都３県
が一番多いので、お薦めしています。

協会役員：　予定の時間になりました。皆
さまどうもありがとうございました。
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収集運搬委員会

第１回	収集運搬実務担当者（配車・安全）座談会

令和3年 5月21日㈮13時 30分～16時 30分、収集運搬委員会初めての試みとして、
委員会メンバー会社の実務担当者による座談会がリモート形式により以下のとおり二部
構成で開催されました。

●加藤委員長による開会挨拶
第一部：DX による配車効率改善事例の紹介
  （白井副委員長）  70 分
 ①白井エコセンターにおける収集運搬業務の管理
 ②収集運搬業務の DX ＝廃棄物処理業の未来
第二部：実務担当者（9 社、10 名）による座談会  90 分
 ①各社の新型コロナ対策
 ②配車担当者の悩み
 ③働き方改革への対応
●相川副委員長による閉会挨拶
※司会：植田委員、大崎委員
／第二部ファシリテーター：石井委員、吉野委員

第一部は、白井副委員長により白井エ
コセンター㈱の業務管理の現況の説明後、
現在取り組んでいる DX に関して、顧客対
応（見積・契約、登録）～ＡＩ配車までの
一元管理とその効果を実例を交えて紹介。
収集運搬業は廃棄物処理において顧客と
最初に関わる業態であることの意義と、Ｉ
Ｔ化に取り組むにあたっては現状業務の棚
卸やトップの関与が不可欠であるとの持論
を強調されました。また「デジタル資源循
環」のコンセプトのもと顧客を巻き込んだ
ＩＴ・ＡＩ活用によるプラットフォーム化を
めざす方向性も示されました（「資源循環
プラットフォーム」については文末参照）。
参加者からは「バーチャル横乗り」による
ドライバーの運転指導に関する質問が複数
あり、新型コロナ感染防止対策として、非
接触型の指導方法への関心の高さが覗え
ました。いずれにしても収集運搬業におけ

る先進的な「変革」への取り組みの紹介に、
参加者も大いに刺激を受けたようです。

第二部の実務担当者座談会は石井委員
による自社（㈱ 京葉興業）の実例紹介を
交えたファシリテートのもと、活発な意見・
情報交換となりました（参加していただい
た実務担当者の所属会社は末尾掲載のと
おり）。その一例をテーマごとに紹介しま
す。

① 各社の新型コロナ対策
・ 基本的にドライバーは管理事務所に

入らない。屋外で点呼
・ 自動検温機は管理事務所に限定され

ている。
・ 車両の乗り回し対策（車内に消毒液

常備）
・ 配車係とドライバーの非接触を進め

ているが、コミュニケーションがとり
づらくなっている。

白井氏（上）と石井	氏	

② 配車担当者の悩み
・ ドライバーからの不満（概ね、どの会

社も共通）
 配車の偏り、休日の割り当てに関する

不満
 自分は真面目に効率的に仕事をして

いるのに、怠けている人間がいる。
・ 上記のような不満に対して
 とりあえず不満を聴いてあげる。管理

表等によりなるべく公平な配車となる
ようにする。デジタコを活用しドライ
バーの運転状況を把握し、不審な動
きは本人に確認。

③ 働き方改革への対応
・ 給与体系から有給休暇を取りたがら

ないドライバーもいるため、給与体系
の変更も検討中。

・ 働き方に関する世の中の流れに即し
た意識改革を行う。

・ 業務を標準化し、なるべく効率的に
仕事ができるようにする。

・ 長時間働く人より、安全に効率的に仕
事をしてしっかり休む人を評価する。

座談会を通じ、各社とも共通の悩みが
あること、課題に対して様々な方策を取ら
れていることを感じました。参加者の皆さ
んはどのように感じられたでしょうか。今
回は「座談会」方式という新たな試みでし
たが、皆様の会社の悩みを解決するための
糸口になれば幸甚です。

第 1 回ということは第 2 回以降もあると
いうことで、乞うご期待・・・

 （㈱ 都市環境エンジニアリング　新川  記）

実務担当者の所属会社は以下のとおり（五十音順）。ご協力ありがとうございました。

相田化学工業 ㈱、㈱ 五十嵐商会、㈱ 京葉興業、白井エコセンター ㈱、ティー・ビー・ロジスティッ
クス ㈱、 ㈱ 都市環境エンジニアリング、日栄産業 ㈱、日本サニテイション ㈱、㈱ ハチオウ

収集運搬委員会◆座談会
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中間処理委員会〈破砕・圧縮分科会〉

講演会「ごみとSDGs　～この風を逃がさないために」

中間処理委員会＝破砕・圧縮分科会（福田	隆	座長）は、令和 3年 5月 25 日㈫ 14
時より、協会会議室に 8名、Zoom参加 32 名にて、京都大学大学院地球環境学堂	准
教授	浅利美鈴先生による、「ごみと SDGs　～この風を逃がさないために」と題する
講演会を開催した。
以下、講演会の概要を報告する。

開催にあたり、福田隆座長（東港金属
株式会社 代表取締役）より、「今ホットな
話題のSDGsについて聞いたことはあると
思うが、実際にアクションを起こすのが難
しいのではないだろうか。17の目標や169
のターゲットがあることは知っているとは
思うが、SDGsについてあまりよくわかっ
ておらず、12のつくる責任つかう責任くら
いかなという認識ではないだろうか。今日
はSDGsのエキスパートの浅利先生から、
具体的な活動や、研究している内容につ
いて講義をいただき、今後どのようなアク
ションを起こすのか考えるきっかけにして
いきたい。」と挨拶があった。

ごみと SＤＧ s		
～この風を逃がさないために	

〇	 SDGsとは
昨今SDGsという言葉が叫ばれて久し

いが、それがどのようなこと、考え方な
のか、言葉だけ先行してその実態を理解
していない人は多いのではなかろうか。
SDGsとは、「Sustainable Development 
Goals」の頭文字をとった言葉で、日本
語に訳せば、「持続的な開発目標」とい
う言葉になる。これはとても広義な言葉
だが、元をただせば家庭ごみ、食品ロ
ス、災害廃棄物、プラスチックごみな
ど、身近なところにもそれを思い馳せら

開催風景

れる事実が多くある。SDGs、持続的な
開発目標。これが謳われるということ
は、私たちの暮らしが持続可能ではない
という事実の裏返しでもある。持続可能
ではないという事実があるなかで、これ
を達成するためにはいったいどのような
ことが必要なのだろうか。個々人とし
て、企業として、国として、ひいては世
界としてなにができるのか、もう少しこ
の言葉の歴史から紐解きながら、詳らか
にしていきたい。

SDGsという言葉が初めて語られたの
は、1987年の国連環境と開発に関する
世界委員会Brundtland（ブルントラン
ト）会議である。地球の未来のためにと
も訳せられる“Our Common Future”で中
心的な理念とされていて、そこから広義
に知れ渡るようになり、今に至る。そこ
では「将来のニーズを損なうことなく、
現在の世代のニーズを満たすこと」と説
明されている。

〇	 地球銀行が破滅寸前
エコロジカルフットプリントという

考え方がある。いま私たちが消費してい
る資源、エネルギーを持続可能に作り続
けるとすると、地球が何個分必要か、と
いうものである。仮に世界中の人がアメ
リカ人と全く同じように資源、エネル
ギーを消費しようとすると地球は一個で
はとうてい足りない。その数なんと地球
4個分も必要になってしまう。ヨーロッ
パに視点を移してみても、ヨーロッパは
エコだ、という言葉が先行しているが、
軒並み地球が2個以上も必要なほど、資
源、エネルギーを消費している。さらに

は世界全体で見ても、平均では地球1.5
個分をオーバーしている。

〇	 世界を変えるための17の目標
そのような中で2015年9月に採択され

たのが、計17項目の持続可能な開発目標
である。貧困、飢餓、健康福祉、教育、
ジェンダー、水、エネルギー、経済成
長、産業の基盤、不平等、まちづくり、
つくる責任つかう責任、気候変動対策、
海の豊かさ、陸の豊かさ、平和と公正、
パートナーシップという17の項目となっ
ている。このようにSDGsという言葉に含
まれる概念はとても広義に渡っている。
ひとつ環境問題を例にとっても、そもそ
もどこから環境問題が起こっているのか
と考えてみると、人口の増加、社会経済
の仕組みなどが複雑に絡まっていて、そ
の構造を理解しないと、なかなか全体の
解決や最適化を計れない。そのなかで、
持続可能な開発目標として定められたこ
とで、複雑に絡まった問題に様々な角度
でアプローチすることができたり、そこ
から派生して別の問題にアプローチする
ことができるという点で、SDGsは良い道
しるべとなっている。

中間処理委員会〈破砕・圧縮分科会〉◆講演会

講師の浅利	氏
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〇	 世界の潮流となっているSDGsの中の
日本の立ち位置

毎年各国の進捗に評価が下されるほ
ど、SDGsは世界の潮流となっている。
途上国の評価が低いことに比べ、先進国
は評価が高い傾向にある。途上国の資源
効率は悪化傾向、ごみ発生も増加中、ご
み処理は回収率が低く、ESDと呼ばれる
持続可能な開発のための教育などの基盤
的な取り組みも未発展である。一方、先
進国である日本は資源効率が改善傾向、
ごみ発生も減少中、ごみ処理はリサイ
クルが進んできて、ESDの取り組みもあ
る。また、日本のSDGsの取り組みに対
する評価は180か国中17位となってい
る。その他にも大量生産大量消費に対す
る意識調査では77％が変えていく必要
がある、どちらかといえば変えていく必
要があると意識していたり、物の豊かさ
より心の豊かさに重きを置きたいと考え
る人が30ポイントも多い。さらに興味
深いことといえば、SDGsの認知率の調
査で、調査全体での認知率が16％だっ
たことに比べ、若い世代、学生全体に
ピックアップすると、24.8％の認知が
あった。今の若い世代の方がSDGsネイ
ティブと呼べるといえるのではなかろう
か。

〇	 我々に何ができるのか
冒頭でも述べたが、SDGsは世界の潮

流となっていて、個々人として、企業、
組織として、取り組むことが、日本とし
て、その先に世界全体としての規模に拡
大していく。個々人として意識すること
ももちろん大切であるが、最後に、企業

組織単位で取り組むことについて考えて
みたい。

SDGsという17の視点との関連性を整
理、ラベリングをして、まずは一体何を
持続させたいのかを分析をすることが必
要だ。そのあとで、将来の社会変化も見
据えた活動をしたり、労働環境を改善し
たり、ときに関係者との協力などで周囲
も巻き込んでいくこともあるかもしれな
い。これは一日二日で何かが変わる問題
ではない。しかし、同じ方向、同じベク
トルを向いて中長期的な目線で活動のビ
ジョンを計画し、日進月歩で実行に移し
たときに、それが持続可能な目標を達成
している企業となり、評価されるのでは
なかろうか。

〇	 最後に
それぞれ様々な状況の中で色々考え

ていると思うが、この社会情勢はチャン
スでもあると思うので、一歩先を見なが
ら、それぞれの場で活躍していただきた
いと述べ講義を終えた。

閉会にあたり当協会 木村尊彦 専務理
事が、「今日の講義を社内でも共有し広
めていただきたい。当協会の機関誌でも
SDGsについて各社の取り組みを紹介し
ていくので、各社取り組んでほしい。」
と挨拶された。

（㈱ 東京クリアセンター
 熊木　亮　記）

中間処理委員会〈破砕・圧縮分科会〉◆講演会

	■ 受付
受付は、参加者が事前に送信された会議システム（Zoom

ミーティング）視聴用 URL にアクセスし、公社事務局が受
付名簿と照らし合わせて視聴を承認する形で進められた。

受付終了後には、会議システムの操作方法や注意点が詳
しく説明され、開会となった。

	■ 開会（主催者挨拶）
東京都環境局 資源循環推進部長の上

かんべしやま

林山 隆 氏が「コ
ロナ禍で、リモートワークや会議のオンライン開催などが
進められているが、廃棄物の回収や処理はリモートワー
クで行うことはできない。医療と同様、国民生活や経済の
安定確保に不可欠な業だ。資源循環施策推進のためには、
人財
4 4

の育成が何より大事。都は積極的に取り組んでいく。」
などと挨拶した。

	■ 来賓挨拶
当協会 鈴木 宏和 会長が「当業界は環境貢献産業とし

て、ますます重要な地位を占めていくものと考えている。
コロナ禍ではエッセンシャルワーカーとして社会に広く
認識された。今日お集りの皆さまは、令和時代の資源循
環を推進する業界を牽引していく志の高い皆さまである
と確信している。本日の講義では当協会の五十嵐副会長
によるビジネスマナーの講義もある。産廃研修ではなか
なか学ぶことができないマナーをマスターすることがで
きる貴重な機会であると思うので楽しみにしていただきたい。新型コロナ感染症が終
息した折には、さまざまな交流の場が生まれることを祈念している。」などと挨拶した。

上林山	氏

鈴木	氏

令和３年度　産業廃棄物処理業�新入社員向け

スタートアップ研修会

配信会場

令和 3年 6月 1日㈫ 13 時 15 分より、『令和 3年度	産業廃棄物処理業	新入社員向
け	スタートアップ研修会』（主催：東京都環境局・公益財団法人	東京都環境公社、後援：
当協会）がオンライン（ライブ配信）で開催され、78 名（27 社）が参加した。ビジ
ネスマナーの講義では、当協会副会長の五十嵐	和代	氏が講師を務めた。ライブ配信
会場（新宿区四谷）で取材させていただいた。	 （取材　塩沢	美樹）
（なお、申込者多数のため、同じ内容で 6月 22日㈫にも追加開催された。80名参加）
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	■ 講義１「東京都の資源循環・廃棄物処理施策について」
東京都環境局 資源循環推進部 産業廃棄物対策課長の

間瀬 努 氏が「SDGs を原動力に、持続可能な社会を実現し
ていくことは私たちの使命だ。そして、持続可能な社会に
欠かせない重要な役割を担っているのが廃棄物処理・リサ
イクルなどの静脈産業である」として、業務の重要性、適
正処理や静脈ビジネスの発展に向けた都の施策・取組など
について講義した。

	■ 講義 2「適正処理の基礎知識　入門編」
東京都環境公社 環境事業部 環境事業課管理係主任の

下田 友理 氏が、①廃棄物ってなんだろう？、②廃棄物の
分類、③廃棄物の処理、④廃棄物処理法ってどんな法律？
をテーマに講義した。

受講者も参加できるよう、会議システムの「手を挙げる」
機能を活用し、「これは産廃？一廃？」といったクイズ問題
を取り入れるなど、わかりやすく楽しい講義だった。

	■ 講義３「産業廃棄物処理業界のケーススタディ」
当協会 副会長の五十嵐 和代 氏が、ビジネスマナーの講

義を行い、接客方法や苦情対応などについて解説とロール
プレイング、グループワークで学んだ。挨拶や言葉づかい、
身だしなみ、正しい席次など、具体的で、新入社員でなく
とも大変勉強になる内容だった。

「名刺交換」「ご案内の仕方」の講義では、事前録画によ
る動画でお手本を見たあと、各自で実践した。「クレーム対
応」では「こんなときはどうする？」の例題についてグルー
プごとに話し合いを行った。

	■ 閉会（主催者挨拶）
東京都環境公社 常務理事の齊藤 和弥 氏が、渋沢栄一の

著書を引用し「新入社員の皆さんにお伝えしたい言葉が２
つある。１つは、趣味（わくわくすること、面白く思うこと）を
もって仕事をしなさい。そうすれば自分からやる気をもって
実行していくに違いない。もう１つは、日々新たな気持ちで、
との心がけが肝心である、ということだ。渋沢の唱えた合本
主義は、SDGsの考え方そのものだ。良い社会を作るためには
一人一人の力が大事。公社はこれからも皆さんと一緒に歩んでいく。」と締めくくった。

なお、「産業廃棄物処理業者向け講習会（主催：東京都環境局）」をYou Tubeにて随時
開催予定。（7月30日申込開始、詳細は公社HP）

間瀬	氏

下田	氏

五十嵐	氏

齊藤	氏

スタートアップ研修会

令和３年度�表彰受賞者

	 （順不同）

これまで「表彰式」は定時総会と同時に行っておりましたが、昨年度に引き続き、
今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止といたしましたので、本誌
面にて受賞された方々を発表させていただきます。皆さま、おめでとうございました。

令和３年度�一般社団法人東京都産業資源循環協会
会長表彰　受賞者

❀	優良事業所表彰受賞者

大谷清運	株式会社		様
株式会社	カネテツ		様
株式会社	日成ストマック・トーキョー		様
日盛運輸	株式会社		様

株式会社	東京クリアセンター		様
株式会社	オネスト		様
株式会社	春江		様

❀ 功労者表彰受賞者

高橋 	 	 潤 様 高俊興業 ㈱
 代表取締役社長

大崎秀也様 ㈱ 三凌商事
 総務部部長

❀	優良従事者表彰受賞者

黒栁光弘	様 相田化学工業 ㈱
伊藤和也	様 ㈱ ハチオウ
川又明彦	様 高俊興業 ㈱
山路	 	 	豊 	様 松浦商事 ㈱

毛塚浩司	様 ㈱ 首都圏環境美化センター
小樋康成	様 ㈱ シンシア
近藤	 	 	亨 	様 ㈱ トベ商事
石澤昌久	様 ㈱  五十嵐商会

❀	安全衛生表彰受賞者

会長賞表彰
［事業所］

株式会社		都市環境エンジニアリング		京浜島工場		様

皆さまの益々のご活躍をご祈念申し上げます。
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安心して働くことができる職場環境

弊社では、ダイバーシティー実現の
ため、新卒のほかに豊富な経験と専門的
な知識を持つシニアや異業種からの転職
者を率先して受け入れ、新たな価値の創
造に挑戦しています。多様性を持った視
点に立って社内、社外における事業を展
開することができれば、社員のライフ
ワークバランスの実現にも寄与すること
ができると考えています。

教育環境を整え、人を育てます

江東区海外支援事業の一翼を担っ
て、平成 16 年から現在までに累計で約
3,000 セットの机・イス等をカンボジア

王国に寄贈し続け、教育を受けられる環
境を整えてきました。今後もこの事業を
継続し、人々が平等に教育を受けること
ができる環境を整えていきたいと考えて
います。

また、発展途上国における安定収入
の確保と廃棄物の資源化技術の移転を図
るため、調査研究を進めていきます。

さらに、社内においても、就労を通
した職業教育の場の提供により、自立し
た社会人の育成をめざすとともに、研修
補助制度等の運用による、意欲や知識に
満ち溢れた次世代を担う社員の育成を
図っていきます。

廃棄物の適正処理を進めます

弊社の工場は、先進的で高度な設備
の導入により廃棄物の再資源化に積極的
に取り組み、地球環境の保全と循環型社
会の構築に貢献しています。

有明興業株式会社の SDGs への取り組み
有明興業株式会社  環境推進部長  石野 伸一

SDGs は、将来にわたって安全で安心して住み続けられる地球環境の実現のために、
2015 年 9月の国連サミットにおいて採択された国際社会共通の 17項目の目標です。
弊社は、昭和 33 年の創業以来、廃棄物処理の中核企業として、首都東京の経済活

動や、暮らし、働き、学ぶ全ての人々の生活を支える一端を担っており、今後も、廃
棄物処理事業者として、廃棄物の適正処理、資源化を進めていくことが、この世界共
通目標の達成に向けての貢献になると考えています。以下に弊社の主な取り組みをご
紹介します。

SDGs への取組

これからも、リサイクルが困難な混
合廃棄物をマテリアルリサイクル、ケミ
カルリサイクル、及び化石燃料の代替品
となる RPF 化（固形燃料）として再生
する新しい事業を展開していきます。

皆様の使う責任をサポートします

物を使う側の責任として、できる限
り長く使用すること、そして、廃棄物に
なった場合でも、そこから有用なものを
取り出して社会に資源として循環させる
ことが挙げられます。

しかし、その資源化をユーザーの皆
様が最後まで直接行なうとしたら、極め
て非効率なものとなります。

弊社は廃棄物リサイクルの専門業者
として、この廃棄物を少しでも有用なも
のに変化させ、社会に資源として循環さ
せていくことで、使う側の責任をサポー
トすることができます。

大気中へのフロンや CO2 の排出量を	
削減します

オゾン層を破壊するフロンや地球温
暖化の元凶と言われる CO2 は、環境中
への放出削減が求められています。

弊社は、第一種フロン類充塡回収業
者として確実にフロンを回収します。ま
た、事業活動に伴う CO2 排出抑制に向
けて、車両に代わり大量輸送が可能とな

る船舶輸送を積極的に進めるほか、低公
害車の導入、及びプラントの運転効率の
向上や社内照明の LED への転換を図っ
ていきます。

マイクロプラスチックの削減に向けて

マイクロプラスチックによる環境汚
染が深刻化しています。由来には、洗顔
料や歯磨き粉のスクラブ剤として使われ
るプラスチック粒子などもありますが、
大多数は、プラスチック製品が、太陽の
紫外線、波の作用や岩・砂などの外的要
因によって崩壊し、微細片となったもの
と言われています。

マイクロプラスチックを少しでも削
減するには、プラスチック製品を適切に
回収し環境中に出さないことが重要で
す。弊社は、今後も廃プラスチックの迅
速で適正な処理を進めることにより、陸
域および海域における生物の生育環境、
そして、川や海の豊かさを守る活動の一
翼を担っていきます。

終わりに
人に動脈と静脈が必要なように、都

市も供給系（動脈）と処理系（静脈）と
を必要としています。なかでも廃棄物を
適正に処理するシステムは、生活環境の
保全や公衆衛生の向上はもとより、限り
ある資源の循環利用を進めるために不可
欠なものです。

今後も都市活動に伴う廃棄物を適正
に処理することにより、SDGs が目指す
持続可能な世界の実現に貢献していきま
す。
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人材確保プロジェクト■新入社員インタビュー

株式会社	東京クリアセンター

井
い の う え

上 玲
れ い な

菜　さん
2019 年 4 月入社 ◉大卒  文系

 — 現在の業務内容は？
東京クリアセンター

の関係会社である㈱ア
ルフォ城南島飼料化セ
ンターで、食品廃棄物
の処理工程の管理をし
ています。中央制御室
では、搬入される食品

廃棄物の内容を確認し、安定して処理ができ
るように機械の操作をしています。製品の確認
作業や出荷作業など、施設内のどこでどんなこ
とが起きているか、この後何が起こるかを考え
ながら日々業務にあたっています。

 — 入社した企業の決め手（入社理由）は？
企業説明会に参加したときに、数年の現場

作業を経て他の部署への転属があると聞き、
自分の可能性を広く試すことができると考えま
した。その場で、飼料化センターから本社に
転属となった先輩ともお会いしたので、企業の
キャリアプランに実感を持ちました。また、選
考の過程で工場の見学をした際に、「やりたい
こと、思ったことはどんどん言った方がいい。」
と先輩から助言をいただき、意見を言いやす
い職場だと感じました。また、対応してくださっ
た先輩が女性の方だったので、女性でも活躍
できる企業というイメージを持ちました。

 — 就活ではどういう軸で企業選びをしまし
たか？

環境や福祉といった、社会貢献の色が濃い
と感じる業界を中心に首都圏での勤務を探し
ていました。また、直近 3 年間の離職率や起

業から 30 年以上経っているかといったデータ
も気にしていました。さらに福利厚生や業務内
容、業務形態が私の生活スタイルや能力にあっ
ているかを重視していました。

 — 産廃業界について入社前と入社後のイ
メージは？

入社前のイメージは良くも悪くも特にないと
いうのが本音です。しいて言うならば、環境系
は生活から切り離せないため安定している業
界だと思っていました。選考中に採用担当の方
から「３K」という言葉を聞いて、そんなことが
言われている業界なのかと初めて知ったくらい
ですから、産廃業界だから入ったというわけで
はありません。私にとっては数多ある企業のう
ちの一つであり、そこが産廃を扱っていたとい
うことです。

 — 今後の目標は？
今年で入社 3 年になるのですが、1 年目の

終わりにフォークリフトの技能講習を受けて、
2 年目の中頃から飼料の出荷作業も先輩と一緒
に時々やらせてもらえるようになったので、今
後は一人でも任せてもらえるように練習します。

さらに、私はゼネラリストコース ( いわゆる
総合職 ) で採用されているので、現在所属し
ている飼料化センターだけでなく、他の部署に
ついても勉強して業界に強い人材になりたいで
す。

 ● 採用者コメント

近年、「社会貢献」に関心を持って、当社

の門を叩く学生が増えています。今回インタ

ビューを受けてくれた井上さんもその一人で、

就活学生の現場見学では案内係を買って出て、

後輩達に熱いメッセージを送ってくれていま

す。将来の東京クリアセンターを担う人財と

して成長できるよう、会社として様々なチャ

レンジをサポートしていきます。

井上さん

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
多摩支部会が開催された

令和3年 6月 11 日㈮に、立川市内のたましん RISURU ホール会議室において、多
摩支部会が開催された。多摩支部会（支部長		赤石賢治）は、当協会会員で多摩地域
に事業所を有する 121 社で構成されている。当日の支部会、講演会、研修会の内容
を報告する。	 協会事務局

１	 支部会
⑴ 令和 3 年度事業計画を報告した。
 本日、6 月 11 日は支部会を開催後、

講演会と研修会を開く。
 7 月 30 日㈮に懇親事業であるＴＴ

Ｇ会を行う。
 10 月 22 日㈮に施設見学会を行う。

視察先は比留間運送㈱のプラント。
 令和 4 年 2 月 18 日㈮に東京都多

摩環境事務所、八王子市廃棄物対
策課との適正処理意見交換会を開
催する。

⑵ 多摩支部会の規約改正の承認を得
た。

 副支部長を 2 名から 3 名に増員し、
新たな副支部長に細沼順人 氏（成
友興業㈱）を選出した。（現行の副
支部長、加藤宣行 氏（加藤商事㈱）
と比留間久仁男 氏（比留間運送㈱）
は続投）

２	 講演会
当協会副会長の五十嵐和代 氏を講師

に招き、「女性の観点からの安全衛生」
について講演いただいた。この講演は、
令和 3 年 2 月 2 日の当協会安全衛生研
修会で好評だったため、再演となった
ものである。（内容は、協会機関誌「と
う き ょ う さ ん ぱ い 」 第 367 号 18 ～
19 ページを参照のこと。）
３	 研修会

東京都多摩環境事務所廃棄物対策課
長及び八王子市廃棄物対策課長は、緊

急事態宣言中ということで参加がかな
わず、書面でのあいさつ及び報告と
なった。

多摩環境事務所からは、今年度、多
摩西部の西秋川地区のあきる野市、日
の出町、檜原村及び奥多摩町において
災害廃棄物処理計画の策定を進めると
し、協会に協力依頼があった。

また令和 2 年度は不法投棄 43 件、
保管基準違反 35 件、不適正処理 57 件、
不法焼却 37 件等があり、指示書 36 件、
警告書 3 件を発したとのことであった。

八王子市からは、令和 2 年度は不法
投棄 247 件、不適正保管 396 件、野
焼き 67 件等があり、指示書 13 件を発
した。PCB 掘り起し調査を行い、令和
3 年度は、トランス・コンデンサの期
限内処理を指導・啓発する。安定器は
調査書を発送した 4,993 件のうち未回
答事業者に立入調査を行うとのことで
あった。

五十嵐	副会長による講演会



18 第 38 巻第 5 号　通巻第 371 号 19とうきょうさんぱい　令和 3 年 8 月 1 日号

	■ 定時総会
女性部（渡邉 久美 部長）は、令和 3

年 6 月17日㈭13時より、エッサム神田ホー
ル 2 号館（一部オンライン）にて、第 17
回定時総会を開催しました。昨年に引き続
き新型コロナウイルスの影響により全部員
集まっての定時総会は中止とし、幹事以外
の部員の方には委任状提出による出席をし
ていただきました。総会出席者数（委任状
による出席者を含む）が部員の半数を超え、
総会が有効に成立していることを確認した
後、開会が宣言されました。
議長に渡邉部長が選出され、議案の審議
に移りました。各議案は以下の通りです。

●第 1 号議案 令和 2 年度事業報告承認の件
●第 2 号議案 令和 2 年度決算報告承認の件
●第 3 号議案 令和 3 年度事業計画案承認の件
●第 4 号議案 令和 3 年度予算案承認の件
●第 5 号議案 規約改正の件
●第 6 号議案 会費徴収の件

いずれの議案も全会一致で承認。規約
の改正では、女性部員の人数 1 社 2 名の
制限を削除し 2 名を超えて所属できること
となりました。また、昨年度は新型コロナ
ウイルス禍において、活動の中止や縮小を
せざるを得なかった為、今年度は女性部会
費を免除することも承認されました。

令和 2 年度はオンラインを活用した勉

定時総会・勉強会を開催

第 9回	定時総会を開催
青年部（矢部 要 部長）は、令和 3 年

5 月 25 日㈫ 14 時より、エッサム神田
ホール 1 号館（千代田区神田鍛冶町）
において第 9 回定時総会を開催した。5
月 25 日現在の青年部員数 64 名に対し、
出席者数は49名（委任状を含む）であり、
総会は有効に成立した。新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、規模を幹事の
みとしての開催となった。

総会は、開会宣言に続き、矢部部長
が議長に選出され開始した。前年度の活
動報告及び決算報告について承認された
後に、今年度の事業計画及び予算につい
て説明があり同様に承認された。次に、
新型コロナウイルスの影響を踏まえ、継

続会員の方からは 2021 年度の会費につ
いては頂かないこととし、承認された。

最後に、矢部部長より引き続き今年
度も感染拡大防止に配慮しつつ社会イン
フラの一翼を担う産業廃棄物処理業界の
更なる発展のために青年部活動を充実さ
せていきたい、と挨拶があり総会を終了
した。 （野村興産㈱　岩瀬 博樹  記）

定時総会　開催風景

【講師の小林先生のレシピとブログ】
・cookpad「remies のキッチン」 https://cookpad.com/kitchen/1643416
・cookpad ブログ「心と体と脳みそのための remies ご飯日記」 https://remies.cookpad-blog.jp/

強会を 2 回開催、12 月には毎年恒例の常
任理事の方をお招きしての勉強会もリアル
とオンラインの併用で開催できました。ま
だまだ新型コロナウイルスの懸念はありま
すが、今年度も部員の知識向上や部員企
業間のビジネス活性化へと繋がるイベント
を積極的に企画していきたいと思います。

 （白井エコセンター㈱   木村 英恵  記）

	■ 勉強会	
	 「働く女性のための分子栄養学」

女性部（渡邉 部長）は、令和 3 年 6 月
17 日㈭ 15 時より、オンライン・オフライ
ン併用で参加者 18 名の勉強会「働く女性
のための分子栄養学～心身の健康を食事
と栄養で整えよう！～」を開催しました。

講師に分子栄養学アドバイザー・小林
美佐子氏を迎え、健やかに心と体を整える
食生活について学びました。日頃社会で活
躍しながら自身や家庭の台所を担う方も多
い部員の皆さんに加え、今回は女性部所属
会社の女性社員様にもご参加いただき、ど
こからでもアクセスできるオンライン開催
ならではの良さも実感しました。

分子栄養学とは体格や性差など、ひと
りひとりの体の違いを重視し、栄養学の観
点から自身の体を観察しながらホームドク
ターとして健康管理を進める考え方。講義
に際しては事前に体調と栄養素の関係が分
かるチェックシートや 1 週間分の食事内容
を書き出して日常生活の振り返りを行いま
した。改めてチェックしてみると病名がつ
かずとも体からのメッセージの多さに驚き、
またその原因が特定の栄養素に直結してい
る（イライラ、肩こり、足がつる、カフェ
インをよく飲む→マグネシウム不足？！な
ど）ことを学びました。

また危ない食習慣、ということで 7 つの
具体例（パン、おにぎりだけの朝食、甘い
ものを多く食べる、小麦・乳製品をよく食
べる等）を提示しながら、なぜその行為が

「危ない」のか、食べているものが脳をは
じめとする内蔵や心に及ぼす影響について
詳しい解説がありました。最近「糖質オフ」
商品も多く目にし、何となく「糖質を減ら
せばよい」という単純な認識でいましたが、
なぜ糖質過多が体に悪いのか、糖を減らし
たら別のもの（動植物タンパク）を増やし
てバランスをとる必要性など、多面的な説
明をいただき掘り下げて理解することがで
きました。

今回毎日食べたものが自分の心と体と
脳をつくることを、改めて意識する機会と
なりました。自分の体の声を聴く、という
シンプルなことなのですが、つい自分のこ
とは後回しになりがちな女性たちにとって、
自身を振り返る好い時間だったのではない
でしょうか。職場や家庭など様々なステー
ジで最良のパフォーマンスを発揮できるよ
う、できることを楽しみながら続けていき
たいと思います。 

 （山下産業㈱  平原 由樹  記）

開催風景（左）
講師の小林氏（右）
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理 事 会 ・ 委 員 会 報 告

安全衛生推進委員会（細沼	委員長）

開催日時：   6 月22日㈫ 14 時～ 場所：  協会会議室 出席委員：  7 名
議題及び内容：  

①	標語募集について
作業チームで作成した案のとおり決定した。７月下旬に募集案内を送付する。
１１月委員会で受賞作品を決定する。

②ポスターについて
例年２回のポスター作製・配布を行っている。
令和３年度は ①標語募集での優秀作品でポスターを作成
 ②全国労働衛生週間（１０月）
の２回とする。

③１０月２８日の研修会について
二部構成とする。一部を衛生面・健康面での講演、二部を安全衛生会長賞受

賞者からの講演。

④安全衛生サポート事業について
労働災害の減少を目的とした厚生労働省の補助事業で中央労働災害防止協会

が実施している事業に、協会として今年度応募することとした。

⑤２月（日は未定）の研修会について
一部を東京労働局の講演、二部を安全衛生サポート事業の集団支援を利用し

た講演をすることとした。

⑥令和 3年度委員会日程について
11 月 15 日、3 月 15 日に委員会を開催することを決定した。

次回開催日：  10月28日㈭14時～　安全衛生研修会　エッサム神田ホール2号館

何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

1

一般道で T字路交差点で
停車中

左折レーンに停車して
いた。右折レーン前方
に大型車がいたため、
自車前方は空いていた
が手前で止まっていた。
信号が変わり大型車が
進んだ際、右折レーン
にいた軽自動車が急に
自車前方に割り込んで
きたためヒヤリとした。
（割り込んできた軽自動
車はその後左折）

発進時の安全確認を徹底し、
どのような事態でも回避でき
るよう防衛運転を心がける。
※安全運転は確認作業から始
まる。発進時に限らず常に周
囲の確認と危険予測を徹底す
ること。

2

一般道で 直進走行中 前方右側にあるコンビ
ニエンスストアから乗
用車が左方向不確認の
まま自車の前に飛び出
て来て接触事故になり
そうだった。

相手車の存在に気付いていた
が出てこないだろうと思って
しまった。自車の方は見てい
なかったので、その時点で警
戒しなければいけなかった。
今後は発見した時点で速度を
落とし、万が一出てきた時も
対応できる準備を怠らないよ
うに防衛運転に徹する。「かも
しれない運転」を徹底する。
危険予測は自分都合で考えな
い。

3

工場内で 木くずヤードで
投入中

重機のアタッチメント
を投入付近の鉄板に当
てそうになりヒヤリとし
た。

落ち着いて安全距離を保ち慎
重に重機を操作する。

4

作業場で ホイルローダー
操作中

誘導員の合図を見間違
えて動いてしまい、車
両と衝突しそうになっ
た。

誘導員はオーバーアクション
でわかりやすく伝える。
オペレーションは一旦停止を
して確認する。

「ヒヤリ・ハット」の事例がございましたら、協会までお寄せください。
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ティー・ビー・ロジスティックス㈱は首
都圏にて木質系廃棄物をメインに収集運
搬を行なっている会社です。弊社は 1997
年 4 月に埼玉県八潮市に親会社である東
京ボード工業㈱の物流部門として設立さ
れ、親会社が製造する木質系廃棄物の再
生品であるパーティクルボードの配送（一
般貨物運送事業）はもとより、帰り便で配
送先の建設現場からパーティクルボードの
原材料になる木質系廃棄物を回収する業
務（産業廃棄物収集運搬業）をセットで行
うことを目的としています。（弊社では「循
環物流」と言っています。）
「循環物流」とは動脈物流と静脈物流の

一体化を行うことで、営業車両の使用が一
往復分抑えることが出来るために CO₂ 排
出量の削減効果が認められるというもので
す。この取り組みは、初めに循環物流に対
応できるように営業車両の改良を行い、グ
ループ内の再生品の営業部やリサイクルの
営業部、排出事業者（ゼネコン）、床施工
業者などに協力を要請し、円滑な取り組み
が進むよう提案や調整、分別指導を行なう
ことで成り立っています。

この取り組みにより運搬効率を上げると

共にコストの削減も出来る点から、排出事
業者様とのリピート契約や集約契約を頂く
結果になっております。単にコスト削減に
よる差別化だけではなく、環境配慮という
新たな付加価値の提供を積極的に行って
きた結果と考えています。

一方で、以前より認証・登録を受けてい
た「エコアクション 21」が取得後 10 年を
経過し、環境マネジメントシステム（EMS）
として定着してきました。今後も継続的に
P-D-C-A サイクルの普及を進め、環境経営
の実効性を高めるとともに従業員の教育を
促して更なる環境配慮の促進を図っていき
ます。

また、今年度から新たに環境方針を一
新し、環境と安全の融合を軸に「環境の保
全と継承を支える物流企業として社会貢献
に努める」とスローガンを掲げ、更なる進
化に期待しています。

最後に、地球温暖化改善に向けて、弊
社は、経営理念「物流を通して循環型社
会に貢献する」を下に、循環物流を強固に
社員一丸となって環境保全に努めてまいり
ます。

 （ティー・ビー・ロジスティックス㈱　佐治 孝  記）

産業資源
循環情報

No.	24

ティー・ビー・ロジスティックス	株式会社

物流を通して循環型社会に貢献する

循環物流用に改良した営業車両 動脈物流と静脈物流の一体化

（令和 3 年 7 月 14 日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

8

11 水 広報委員会　１０：００～ Web会議

19 木
「適正処理・資源循環懇談会」　１４：００～１６：００ 外部会議室

女性部　幹事会 協会会議室

20 金
電子マニフェスト普及促進事業
「アドバイザー育成研修会 （第１回）」 １３：３０～１６：３０

東京都環境公社
会議室（墨田区）

9

8 水 広報委員会　１０：００～ 協会会議室

10 金
電子マニフェスト普及促進事業 
「アドバイザー育成研修会 （第２回）」 １３：３０～１６：３０

東京都環境公社
会議室（墨田区）

14 火 収集運搬委員会　１４：００～ 協会会議室

15 水 中間処理委員会＝中和・脱水分科会　施設見学会　 J&T環境 ㈱ 様

16 木 女性部　幹事会 協会会議室

17 金 青年部　幹事会　　１４：００～１６：００ 協会会議室

表紙の言葉
●今月の写真：  ［東京 2020］東京 2020 マスコットデザインのラッピングバス

東京都は、東京2020マスコットデザインでラッピングした都営バスを2018年から運
行しています。通勤時などに見かけてはいたのですが、今年になって表紙写真用に撮
影しようとすると、なかなか出会いません。インターネットで運行スケジュールを検

索しましたが、公表されていないのか、
見つけることができませんでした。そこ
で、外出の折には目を皿にして探し、あ
きらめかけたころ、ようやく撮影のチャ
ンスがやってきました。運行開始時の発
表によるとデザインは複数あるとのこと
ですが、撮影できたのは表紙と左の写真
の２種類です。

●撮影者： 塩沢 美樹（機関誌編集担当）  ●撮影日： 令和3年6月中
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質 問

６０歳で定年退職した社員を、７０歳まで再雇用職員として働いてもらう制度を検討

しています。再雇用職員の方々も、これまでの経験を生かしながら、現場で即戦力として、

若い人と一緒に働いていますが、年齢による体力の低下等に伴う労働災害の発生も心

配です。高齢者に配慮した職場環境の改善ポイントと具体的な指針等があれば教えて

下さい。

回 答

１	「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン（エイジフレンドリーガイドラ

イン）」（以下「ガイドライン」という）」について

「高年齢者雇用安定法」が 2021 年 4 月 1 日から施行され、高年齢の労働者が希望

すれば７０歳まで働き続けられるようにすることが、企業の努力義務となりました。

６０歳以上の就労希望者も、下記調査を見ると高い割合を示しています。

資料１：内閣府（高齢期に向けた「備え」に関する意識調査：平成 25 年）より

高齢者に配慮した職場環境の改善

今 井 正 美
社会保険労務士

高年齢労働者の就労が増えることで、高年齢労働者が安心安全に働けるよう職場環

境を整えることが必要になります。

このガイドラインは、高年齢労働者が安心して安全に働ける職場環境づくりや労働

災害の予防的観点から、高年齢労働者の健康づくりを推進するために、高年齢労働者

を使用する事業者と労働者に求められる取組事項を具体的に示すもので、2020 年 3

月に厚生労働者より公表されています。

２	 高年齢労働者の労働災害発生状況

①年齢別男女別に見た労働災害の発生率（平成30年）

②年齢別の休業見込期間の長さ（平成30年）
資料２：厚生労働省「労働者死傷病報告（平成 30 年）」より

資料２①を見ると、労働者千人当たりの労働災害件数（千人率）では、男女とも

に若年層に比べ、高齢層で相対的に高い傾向（25 ～ 29 歳と比べ、65 歳～ 69 歳では、

男性 2.0 倍、女性 4.9 倍）が見られます。

資料２②を見ると、休業４日以上の労働災害のうち、60 歳以上の労働者の占める
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割合が増加傾向であり、高齢者は身体機能が低下すること等により、若年層に比べ

労働災害の発生率が高く休業も長期化しやすいことが見られます。

３	 事業者に求められる取組

（１）安全衛生管理体制の確立等

（２）職場環境の改善

① 身体機能の低下を補う設備・装置の導入（主としてハード面の対策）

高齢者でも安全に働き続けることができるよう、施設、設備、装置等の改善を検

討し、必要な対策を講じる。（対策の一例）

ア 階段には手すりを設け可能な限り通路の段差を解消する。

イ 不自然な作業姿勢をなくすよう作業台の高さや、作業対象物の配置を改善する。

ウ 解消できない危険箇所に標識等で注意喚起する。

エ 涼しい休憩場所を整備し、通気性の良い服装を準備する。

オ 通路を含め、作業場所の照度を確保する。など

② 高年齢者の特性を考慮した作業管理（主としてソフト面の対策）

俊敏性や持久力、筋力の低下等の高年齢労働者の特性を考慮して、作業内容の見

直しを検討し、実施する。

ア 勤務形態・勤務時間等の工夫（短時間勤務、隔日勤務、交代制勤務等）

イ ゆとりのある作業スピード、無理のない作業姿勢等に配慮した作業マニュアルの

策定

ウ 定期的な休憩の導入や作業休止時間の運用（意識的な水分補給）

エ 始業時の体調確認を行い、体調不良時には速やかに申し出るよう指導

オ データ入力作業では、個々の労働者の特性に考慮した無理のない業務量

（３）健康や体力の状況把握

① 健康状況の把握

労働安全衛生法で定める雇入れ時及び定期の健康診断を確実に実施

勤務時間が週 30 時間未満（正社員の週勤務時間の 4 分の 3 未満）で健康診断の

対象にならないパート社員等に対しても、健康診断を実施するよう努める。

② 体力の状況把握

高年齢労働者の労働災害を防止する観点から、事業者、高年齢労働者双方が体

力の状況を客観的に把握し、その体力にあった作業に従事させる。

・厚生労働省作成「転倒等リスク評価セルフチェック票」等の活用

（４）健康や体力の状況に応じた対応

① 個々の高年齢労働者の健康や体力の状況を踏まえた措置

脳・心臓疾患が起こる確率は加齢に従って徐々に増加するとされており、高年齢

労働者については、基礎疾患のり患状況を踏まえ、労働時間の短縮や深夜業の回数

の減少、作業の転換等の措置を講じる。

ア イ エ
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② 高年齢労働者の状況に応じた業務の提供

健康診断や体力チェックにより把握した個々の高年齢労働者の健康や体力の状況

に応じて、安全と健康の点で適合する業務をマッチングさせる。

③ 心身両面にわたる健康保持増進措置

体力等の低下した高年齢労働者に、運動する時間や場所の配慮、トレーニング機

器の配置等身体能力の維持向上の支援に取り組む。

（５）安全衛生教育

① 高年齢労働者に対する教育

ア 十分な時間をかけ、写真や図、映像等、文字以外の情報を活用した教育を実施

イ これまでに経験のない業種や業務に従事する場合には、特に丁寧な教育訓練の

実施

② 管理監督者等に対する教育

高年齢者に特有の特徴と対策についての教育を行うよう努める。

４	 労働者に求められる取組

① 自らの身体機能や健康状況を客観的に把握し、健康や体力の維持管理に努める。

② 法定の定期健康診断を必ず受ける。

③ 体力チェック等に参加し、自身の体力の水準を確認する。

④ 日頃からストレッチや軽いスクワット運動等を取り入れ、基礎体力の維持に取り組む。

⑤ 適正体重の維持、栄養バランスの良い食事等、食習慣や食行動の改善に取り組む。

と う き ょ う さ ん ぱ い
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企画・編集	 広 報 委 員 会	
発 行	 一般社団法人	東京都産業資源循環協会
 〒 101 − 0047 東京都千代田区内神田 1 − 9 − 13 柿沼ビル 7F
 TEL 03（5283）5455（代表） FAX 03（5283）5592
 http://www.tosankyo.or. jp  E-mail ; info@tosankyo.or. jp

第 38 巻 第 5 号 通 巻 第 371 号
令和 3年 8月 1日発行

また台風の季節がやってきました。
私が子供の頃は今より四季がはっきり
していたと思います。小学校で日本は
温帯気候と教わりましたが、明らかに
変わってきていると感じられます。年々
台風の勢力が増し、ゲリラ豪雨が頻発
しています。まるで熱帯 ? と思うよう
な夏です。竜巻被害や毎年のような水
害と、日本での出来事かと信じられな
いことが起こっています。やはり地球
温暖化が進んでいるのでしょうか。こ
こ何年か夏が終わるとホッとしている
気がします。5 月に破砕・圧縮分科会
で京都大学の浅利准教授に SDGs につ
いて講演をしていただきました。私た

ちの年代は SDGs って最近よく聞くけれど、どう
いうこと ? 何をすればいいの ? と思っていました
が、今では小学校の授業でも取り上げ、学生の
ほうが SDGs について勉強し、身近に感じて取
り組みを始めているそうです。この講演を機に、
一人一人が地球のために、人のために何ができ
るか改めて考えていかないといけない問題なん
だと思いました。講演会のアンケートでもいくつ
かの会員企業から「すでに SDGs について社内
で取り組んでいる」「取り組みの計画が進んでい
る」との回答をいただきました。大手ゼネコン
の CM で「天の川が見える新宿・蛍の棲む渋谷、
人が想像できるものは必ず実現できる」と言っ
ています。いやそれは無理でしょう ! と思いまし
たが、かつて渋谷川は蛍や鮎が生息した美しい
川だったようです。人間が生態系や環境をおか
しくしているなら人間が何とかしなければならな
い時期にきているのではないでしょうか。私も何
ができるか、自分の生活習慣の中からまず見直
していこうと思いました。 （深井）

今号では、東京都環境局と東京都
環境公社主催、当協会が後援する「産
業廃棄物処理業新入社員向けスター
トアップ研修会」の記事を掲載して
います。ここ数年恒例となっている
大切な事業です。今年は、ウィズコ
ロナで Zoom によるオンライン開催
でしたが、追加開催が設けられたほ
どの大盛況でした。業界に関心を持っ
て入社してくれる人が多いことは嬉
しく、将来が楽しみです。

近年、製造業などの動脈産業が新
たな資源循環モデルや環境配慮事業を

展開し、同時に私達の業界に求められるレベ
ルも高くなっています。

未来の産業廃棄物処理業界の為に大切なこ
とは何か？私は、「どれだけプロフェッショナ
ルの人財を育成したか」が最も大切と思いま
す。それが本人のためであり、会社や業界の
ためでもあり、日本の社会や経済のためなの
だと思います。我が社に於いても、自らの手
で廃棄物に向きあい、経験を積み重ね、さら
に変化に対応できる人財は貴重な存在です。

業界の機械化や自動化は進んでいますが、
処理現場の多くは「労働集約型」です。「高学
歴社会」によってホワイトカラー志向の若者
の割合が増え、少子化も相まって、年々採用
活動が厳しくなっています。また、採用でき
ても、若い内は夢と現実のギャップに揺れる
ものです。この数年で転職市場は拡大して、
雇用流動化が進みました。共同求人など採用
関係のイベントでは、経営者や採用担当者の
間で定着率の高い低いが話題になります。直
近の国の労働力調査によると、３年以内離職
率がほぼ３人に 1 人で過去最高とのこと。

青年部と女性部が大学の授業に出向するな
ど、この難題に取り組まれていますが、先々
の不安は隠せません。

学生の頃からプロフェッショナルを目指す
人財の育成が出来ないものか？いっそのこと、
廃棄物の専門学校を創立してしまうのが良い
のか？「打つ手は無限」人材育成の進んだ業
界でありましょう。 （森）
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副 会 長

㈱	五十嵐商会
代 表 取 締 役 五 十 嵐 和 代

東 京 都 練 馬 区 三 原 台 ２ − １ − ２ ７

電 話 0 3 − 3 9 2 2 − 7 5 4 7

副 会 長

加藤商事	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 加 藤 宣 行

東 京 都 東 村 山 市 恩 多 町 １ − １ ２ − ３

電 話 0 4 2 − 3 9 2 − 1 0 0 1

会 長

㈱	京葉興業
代 表 取 締 役 鈴 木 宏 和

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 １ − ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 0 1 1 1

常 任 理 事

白井エコセンター	㈱
代 表 取 締 役 白 井 　 徹

東 京 都 足 立 区 入 谷 ５ − １ ６ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 8 9 7 − 1 3 2 7

常 任 理 事

比留間運送	㈱
代 表 取 締 役 
会 長 比 留 間 久 仁 男

東 京 都 武 蔵 村 山 市 中 央 ２ − １ ３ ３ − １

電 話 0 4 2 − 5 6 5 − 1 3 3 6

常 任 理 事

大谷清運	㈱
代 表 取 締 役 二 木 玲 子

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ３ − １ ３

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 5 6 1

副 会 長

成友興業	㈱
代 表 取 締 役 細 沼 順 人

東 京 都 あ き る 野 市 草 花 １ １ ４ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 4 1 1 1

副 会 長

㈱	三凌商事
代 表 取 締 役 
社 長 赤 石 賢 治

東 京 都 町 田 市 木 曽 東 １ − ３ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 7 2 6 − 2 6 4 7

理 事

東京ボード工業	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 井 上 弘 之

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ １ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 4 1 3 9

理 事

㈱	太陽油化
代 表 取 締 役 石 田 太 平

東 京 都 板 橋 区 三 園 ２ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 9 3 8 − 0 0 2 2

理 事

㈱	東京スタンドサービス
代 表 取 締 役 有 吉 嘉 一 郎

東 京 都 三 鷹 市 新 川 ２ − １ ４ − ２ ５

電 話 0 4 2 2 − 4 6 − 2 4 9 4

常 任 理 事

㈱	ハチオウ
代 表 取 締 役 森 　 雅 裕

東 京 都 墨 田 区 本 所 ４ − ２ ９ − ２

電 話 0 3 − 3 8 3 7 − 8 0 8 0

正 会 員

㈱	ＩW Ｄ
代 表 取 締 役 杉 山 　 孝

神 奈 川 県 海 老 名 市 大 谷 北 ２ − １ − ４ ６

電 話 0 4 6 − 2 3 5 − 6 0 0 0

理 事

高俊興業	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 高 橋 　 潤

東 京 都 中 野 区 新 井 １ − １ １ − ２

電 話 0 3 − 3 3 8 9 − 8 1 1 1

正 会 員

㈲	アーク
代 表 取 締 役 志 賀 教 夫

東京都足立区西竹の塚１−１２−１４ IKO ビル３F

電 話 0 3 − 5 6 4 7 − 6 6 9 3

正 会 員

㈱	アーバンサービス
代 表 取 締 役 
社 長 榎 田 利 光

神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 新 山 下 ３ − ７ − ２ ４

電 話 0 4 5 − 6 2 8 − 7 8 8 8

正 会 員

相田化学工業	㈱
代 表 取 締 役 相 田 英 則

東 京 都 府 中 市 南 町 ６ − １ ５ − １ ３

電 話 0 4 2 − 3 6 8 − 6 3 1 1

監 事

㈱	都市環境エンジニアリング
代 表 取 締 役 
社 長 新 川 　 研

東 京 都 江 東 区 木 場 ５ − ６ − ３ ５

電 話 0 3 − 5 6 3 9 − 0 7 4 0

理 事

武蔵野土木工業	㈱
代 表 取 締 役 渡 邉 久 美

東 京 都 八 王 子 市 宇 津 木 町 ４ ３ ５ 番 地 １

電 話 0 4 2 − 6 9 1 − 5 1 9 9

正 会 員

㈱	アクアホーム
代 表 取 締 役 安 保 貴 史

東 京 都 武 蔵 野 市 吉 祥 寺 本 町 １ − １ ０ − ７

電 話 0 4 2 2 − 2 7 − 6 2 7 9

正 会 員

㈱	朝田商会
代 表 取 締 役 真 田 一 伸

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 ３ − ４ − １

電 話 0 3 − 3 2 1 3 − 9 4 5 1

正 会 員

アトラス商事	㈱
代 表 取 締 役 上 田 　 淳
神 奈 川 県 川 崎 市 宮 前 区 宮 崎 ２ − ７ − ４ ３

　　　　　　　　　　　エスティー宮崎台 1F

電 話 0 4 4 − 7 5 0 − 9 2 9 5

正 会 員

有明興業	㈱
代 表 取 締 役 松 岡 和 人

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ ５

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 1 9 1 1

正 会 員

㈲	アベマキ
代 表 取 締 役 阿 部 真 樹

東 京 都 足 立 区 東 和 ２ − ２ ４ − １ ７

電 話 0 3 − 5 6 9 7 − 6 6 4 2
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正 会 員

オーエム通商	㈱
代 表 取 締 役 岡 村 睦 夫

東 京 都 八 王 子 市 小 津 町 １ ０ ６ − １

電 話 0 4 2 − 6 5 1 − 2 7 1 7

正 会 員

大久保興業	㈱
代 表 取 締 役 大 久 保　 憲

東 京 都 府 中 市 南 町 ２ − ３ ８ − ８

電 話 0 4 2 − 3 5 1 − 3 3 3 3

正 会 員

㈱	大空リサイクルセンター
代 表 取 締 役 和 田 敏 之

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 ５ − ４ ３ − ６

電 話 0 4 2 − 5 6 0 − 5 7 1 7

正 会 員

太田商事	㈱
代 表 取 締 役 太 田 敦 子

東 京 都 府 中 市 四 谷 ５ − １ ３ − １ ４

電 話 0 4 2 − 3 6 8 − 3 8 0 0

正 会 員

㈱	オネスト
代 表 取 締 役 矢 作 将 彦

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ４ − ３ — ２ ６

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 5 3 0 0

正 会 員

オオノ開發	㈱
第 二 営 業 部 部 長
東 京 支 部 副 支 店 長 朝 日 健 二
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 １ − ６ − ２

新丸の内センタービルディング 21F

電 話 0 3 − 6 2 0 5 − 7 2 9 1

正 会 員

㈱	エコワスプラント
代 表 取 締 役 浅 尾 洋 和

東 京 都 西 多 摩 郡 日 の 出 町 平 井 ２ ２ − １ ０

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 1 1 1 5

正 会 員

㈱	遠藤商会
代 表 取 締 役 遠 藤 孝 一

埼 玉 県 川 越 市 大 字 下 赤 坂 ６ ２ ７ − ７

電 話 0 4 2 − 3 4 4 − 5 9 5 7

正 会 員

㈱	エバーグリーンライン
代 表 取 締 役 比 嘉 良 弘

神 奈 川 県 川 崎 市 川 崎 区 貝 塚 １ − １ − ５

電 話 0 4 4 − 2 2 1 − 6 5 7 0

正 会 員

ＮＫリサイクル	㈱
代 表 取 締 役
社 長 小 橋 克 史

東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ口４２９−１

電 話 0 4 2 − 5 5 7 − 7 5 5 8

正 会 員

鹿島環境エンジニアリング	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 新 川 隆 夫

東 京 都 港 区 元 赤 坂 １ − ５ − ３ １ 新 井 ビ ル

電 話 0 3 − 3 7 4 6 − 7 6 8 1

正 会 員

㈱	小野組
代 表 取 締 役 小 野 　 誠

東 京 都 江 戸 川 区 東 小 松 川 ３ − ２ ６ − ７

電 話 0 3 − 3 6 5 4 − 7 3 6 7

正 会 員

エコシステムジャパン	㈱
代 表 取 締 役 増 山 仁 志

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 7 0 1 0

正 会 員

㈱	エコ・ファクトリー
代 表 取 締 役 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ３ ４ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 3

正 会 員

㈱	一不二総業
代 表 取 締 役 齋 藤 和 行
東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 ４ − ２ − ９

　　　　　シルキーハイツ九段南７０１

電 話 0 3 − 5 2 2 6 − 5 0 5 7

正 会 員

㈱	ウチダ
代 表 取 締 役 内 田 一 二 三

埼 玉 県 ふ じ み 野 市 駒 林 １ ８

電 話 0 4 9 − 2 6 3 − 9 7 7 7

正 会 員

㈱	ＩＳＨＩＤＡ
代 表 取 締 役 石 田 洋 平

埼 玉 県 川 口 市 八 幡 木 ３ − １ ６ − ７

電 話 0 4 8 − 2 8 4 − 3 8 6 4

正 会 員

㈱	市川環境エンジニアリング
代 表 取 締 役 
社 長 水 谷 重 夫

千 葉 県 市 川 市 田 尻 ２ − １ １ − ２ ５

電 話 0 4 7 − 3 7 6 − 1 7 1 1

正 会 員

㈱	アルフォ
代 表 取 締 役
社 長 熊 木 　 浩

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 ２ − ４ − ３ 永 田 町 ビ ル

電 話 0 3 − 5 1 5 7 − 2 3 0 0

正 会 員

㈱	アンカーネットワークサービス
代 表 取 締 役 碇 　 隆 司

東 京 都 葛 飾 区 新 宿 ３ − ９ − １ ５

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 8 7 3

正 会 員

栄和清運	㈱
代 表 取 締 役 花 形 匡 晃

東 京 都 杉 並 区 堀 ノ 内 ２ − １ １ − ３ ２

電 話 0 3 − 3 3 1 7 − 2 2 8 1

正 会 員

浦野産業	㈱
代 表 取 締 役 浦 野 知 昭

東 京 都 あ き る 野 市 原 小 宮 ２ − ３ − ３ ６

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 9 5 6 3

正 会 員

㈱	エコ・クリーン
代 表 取 締 役 霜 鳥 純 昭

東 京 都 足 立 区 西 新 井 ４ − ３ １ − ５

電 話 0 3 − 5 8 7 9 − 2 9 3 4

正 会 員

栄和リサイクル	㈱
代 表 取 締 役 金 城 虎 一
東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 ２ − ９ − １ ６

　　　　　東急ドエルアルス早稲田２Ｆ

電 話 0 3 − 5 2 7 3 − 4 4 4 6
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正 会 員

㈱	クレハ環境
代 表 取 締 役 
社 長 佐 野 　 健

福 島 県 い わ き 市 錦 町 四 反 田 ３ ０ 番 地

電 話 0 2 4 6 − 6 3 − 1 3 3 1

正 会 員

㈱	グローブ産業
代 表 取 締 役 砂 本 一 也

東 京 都 足 立 区 小 台 １ − ２ ３ − ９

電 話 0 3 − 5 2 8 4 − 8 0 0 4

正 会 員

㈱	ケイ・エム環境
代 表 取 締 役 宮 田 仁 史

埼 玉 県 吉 川 市 大 字 三 輪 野 江 ２ ３ ０ ０ − １

電 話 0 4 8 − 9 8 4 − 5 1 0 1

正 会 員

株式会社	ケイズ
代 表 取 締 役 小 林 真 二

東 京 都 昭 島 市 緑 町 ２ − ５ − ３ １

電 話 0 4 2 − 5 1 9 − 5 2 2 2

正 会 員

㈱	クリエイト
代 表 取 締 役 𠮷 田 き く 江

埼 玉 県 久 喜 市 間 鎌 ３ １ ４ − １

電 話 0 4 8 0 − 5 2 − 7 8 3 1

正 会 員

クリーンサービス	㈱
代 表 取 締 役 佐 藤 高 紀

東 京 都 清 瀬 市 旭 が 丘 ２ − ３ ３ ６ − １

電 話 0 4 2 − 4 9 1 − 9 8 8 8

正 会 員

㈱	クマクラ
代 表 取 締 役 
社 長 熊 倉 　 毅

埼 玉 県 新 座 市 畑 中 ３ − １ − ５

電 話 0 4 8 − 4 7 9 − 0 3 9 1

正 会 員

㈱	グーン
代 表 取 締 役 
会 長 兼 社 長 藤 枝 慎 治

神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 鳥 浜 町 １ ７ − ３

電 話 0 4 5 − 7 6 9 − 2 5 2 6

正 会 員

㈲	峡南環境サービス
代 表 取 締 役 河 澄 秋 芳

山 梨 県 南 ア ル プ ス 市 戸 田 ９ １ ６ − １ ８

電 話 0 5 5 − 2 8 4 − 4 5 4 3

正 会 員

㈱	共同土木
代 表 取 締 役 内 田 耕 太 朗

埼 玉 県 上 尾 市 原 新 町 ２ ６ − １

電 話 0 4 8 − 7 7 1 − 7 9 7 3

正 会 員

㈱	小池建材
代 表 取 締 役 木 村 芳 信

東 京 都 八 王 子 市 大 谷 町 ４ ８ １

電 話 0 4 2 − 6 6 0 − 0 5 1 5

正 会 員

㈱	敬隣舎
代 表 取 締 役 鈴 木 と も 子

東 京 都 板 橋 区 小 茂 根 ４ − ２ − １

電 話 0 3 − 3 9 5 8 − 0 5 0 1

正 会 員

㈱	環境テコム
代 表 取 締 役 高 橋 俊 夫

東 京 都 板 橋 区 仲 宿 ２ ７ − ３

電 話 0 3 − 5 9 4 3 − 2 0 2 0

正 会 員

㈱	木下フレンド
代 表 取 締 役 木 下 公 次

埼 玉 県 所 沢 市 東 所 沢 和 田 ３ − １ − １ ０

電 話 0 4 − 2 9 4 4 − 3 7 3 7

正 会 員

㈱	カネテツ
代 表 取 締 役 阿 部 正 二

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ５ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 1 1 0 0

正 会 員

㈱	川上商店
代 表 取 締 役 
社 長 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ６ ２ − ２

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 1

正 会 員

㈱	環境技研
代 表 取 締 役 能 登 祥 文

東 京 都 板 橋 区 板 橋 ４ − １ ２ − １ ７

電 話 0 3 − 3 9 6 2 − 1 7 7 1

正 会 員

㈱	環境システムサービス
代 表 取 締 役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 八 王 子 市 横 川 町 １ ０ ７ ６

電 話 0 4 2 − 6 2 5 − 8 1 2 0

正 会 員

㈱	カワサキ商会
代 表 取 締 役 川 﨑 秀 樹

千 葉 県 市 川 市 日 之 出 ２ １ − １ − ６ ４ ３

電 話 0 4 7 − 3 6 9 − 6 1 2 6

正 会 員

㈱	環境整備
代 表 取 締 役 廣 田 健 史

東 京 都 墨 田 区 横 川 ３ − ９ − ３

電 話 0 3 − 3 6 2 2 − 3 0 8 1

正 会 員

㈲	金井商会
代 表 取 締 役 横 山 　 茂

東 京 都 町 田 市 金 井 町 ２ ５ ６ ３

電 話 0 4 2 − 7 3 5 − 5 6 7 7

正 会 員

㈱	カネダ
代 表 取 締 役 
社 長 金 田 　 隆

東 京 都 大 田 区 本 羽 田 １ − ２ ６ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 2 − 2 1 6 1

正 会 員

㈱	要興業
代 表 取 締 役 木 納 　 孝

東 京 都 豊 島 区 池 袋 ２ − １ ４ − ８ 池 袋 NS ビ ル

電 話 0 3 − 3 9 8 6 − 5 3 4 1

東証二部上場

正 会 員

㈱	加藤商事
代 表 取 締 役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 狛 江 市 東 野 川 ２ − １ ４ − ２

電 話 0 3 − 3 4 8 0 − 5 1 1 1
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正 会 員

ＪＸ金属髙商	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 松 浦 明 一 郎
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 ３ − ２ − ５

電 話 0 3 − 3 2 4 1 − 4 4 8 1

正 会 員

㈱	ＪＲ東日本環境アクセス
代 表 取 締 役 
社 長 向 山 路 一

東 京 都 台 東 区 東 上 野 ３ − ４ − １ ２

電 話 0 3 − 3 8 3 6 − 1 5 5 1

正 会 員

㈱	完山金属
代 表 取 締 役 完 山 一 範

東 京 都 八 王 子 市 館 町 ４ ６ ８ − ２

電 話 0 4 2 − 6 6 1 − 4 4 0 8

正 会 員

三東運輸	㈱
代 表 取 締 役 田 口 勝 久

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 0 − 3 1 0 1

正 会 員

㈱	ＪＲＳ
代 表 取 締 役 鷹 取 　 賢

東 京 都 昭 島 市 大 神 町 ４ − １ １ ５ ２

電 話 0 4 2 − 5 4 6 − 2 1 0 1

正 会 員

相模原紙業	㈱
代 表 取 締 役 鈴 木 雅 男

神奈川県相模原市中央区南橋本１−１８−１５

電 話 0 4 2 − 7 7 3 − 3 5 0 8

正 会 員

シグマテック	株式会社
代 表 取 締 役 深 江 伯 史

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 富 沢 町 ５ − ４

電 話 0 3 − 5 6 5 1 − 2 2 0 1

正 会 員

品川運輸	㈱
代 表 取 締 役 毛 塚 久 恵

東 京 都 品 川 区 東 大 井 ２ − １ − ８

電 話 0 3 − 3 7 6 1 − 0 1 6 5

正 会 員

㈱	首都圏環境美化センター
代 表 取 締 役 斉 京 由 勝

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ２ １ − １ ９

電 話 0 3 − 3 8 5 6 − 8 1 4 4

正 会 員

Ｊ&Ｔ環境	㈱
代 表 取 締 役 露 口 哲 男

電 話 0 4 4 − 3 3 0 − 9 4 8 0

神 奈 川 県 川 崎 市 幸 区 堀 川 町 ５ ８ ０
　　　ソリッドスクエア東館９Ｆ

川崎本社

正 会 員

白井運輸	㈱
代 表 取 締 役 白 井 　 護

東 京 都 足 立 区 鹿 浜 ３ − ２ ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 7 − 1 3 3 1

正 会 員

㈱	昌和プラント
代 表 取 締 役 廣 木 直 江

神奈川県横浜市中区万代町２−３−１

電 話
神 奈 川 県 愛 甲 郡 愛 川 町 中 津 ６ ９ ５ ７

本 社

厚木工場
0 4 6 − 2 8 5 − 8 1 1 1

電 話 0 4 5 − 6 8 1 − 9 0 2 7

正 会 員

小林運輸	株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 木 内 一 宏

埼 玉 県 戸 田 市 新 曽 南 ３ − ８ − ８

電 話 0 4 8 − 4 4 5 − 9 8 1 1

正 会 員

コスモ理研	㈱
代 表 取 締 役 山 内 一 真

東 京 都 台 東 区 柳 橋 １ − １ ４ − ６

電 話 0 3 − 5 8 2 0 − 1 2 2 9

正 会 員

栄運輸	㈱
代 表 取 締 役 鈴 木 尚 紀

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ２ ２ − ５ ６

電 話 0 3 − 3 6 0 9 − 2 8 4 0

正 会 員

栄鉄鋼商事	㈱
代 表 取 締 役 江 井 　 弘

東 京 都 足 立 区 梅 島 ２ − １ ８ − ５

電 話 0 3 − 3 8 8 7 − 0 7 5 0

正 会 員

㈱	光洲産業
代 表 取 締 役 光 田 栄 吉

神 奈 川 県 川 崎 市 高 津 区 久 地 ４ − １ ０ − １ １

電 話 0 4 4 − 8 2 2 − 0 7 9 5

正 会 員

甲陽興産	㈱
代 表 取 締 役 北 ⻆ 治 太
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ １ − ６

　　　　　喜助内神田ビル７F

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 0 5 3 3

正 会 員

㈱	工　運
代 表 取 締 役 高 橋 雄 一

東 京 都 大 田 区 矢 口 １ − ２ ５ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 5 9 − 7 2 1 1

正 会 員

㈱	コーエイクリーン
代 表 取 締 役 渡 部 潤 也

埼 玉 県 八 潮 市 木 曽 根 ５ ４ ６ − １

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 1 5 3

正 会 員

㈱	駒　形
代 表 取 締 役 黛 亙

東京都江戸川区南篠崎町３−２−４逸見ビル 201

電 話 0 3 − 6 6 3 8 − 3 3 1 3

正 会 員

㈱	小見山商事
代 表 取 締 役 小 見 山 銀 蔵

埼 玉 県 狭 山 市 広 瀬 台 ２ − ７ − ３

電 話 0 4 − 2 9 5 3 − 8 8 4 1

正 会 員

㈱	こばやし産業
代 表 取 締 役 小 林 大 丈

埼 玉 県 朝 霞 市 上 内 間 木 ３ １ ７ − ５

電 話 0 4 8 − 4 5 6 − 1 1 5 1

正 会 員

㈲	権田商事
代 表 取 締 役 権 田 秀 之

東 京 都 大 田 区 羽 田 旭 町 １ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 5 − 3 0 8 3
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正 会 員

㈱	高木造園
代 表 取 締 役 高 木 久 隆

東 京 都 あ き る 野 市 野 辺 ３ ９ ９ − ７

電 話 0 4 2 − 5 5 9 − 3 8 0 3

正 会 員

㈱	大東運輸
代 表 取 締 役 小 林 剛 顕

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 1 − 7 3 1 1

正 会 員

第三東海	㈱
代 表 取 締 役 仙 頭 宏 史

東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保 町 １ − ２

電 話 0 3 − 3 2 9 2 − 0 1 3 5

正 会 員

大興運輸倉庫	㈱
代 表 取 締 役 片 山 　 饒

東 京 都 江 東 区 枝 川 ２ − ７ − ８

電 話 0 3 − 5 6 5 3 − 0 7 0 0

正 会 員

第一輸送	㈱
代 表 取 締 役 篠 原 周 治

東 京 都 足 立 区 加 賀 １ − １ ２ − ９

電 話 0 3 − 3 8 5 5 − 0 1 8 8

正 会 員

㈲	髙　興
代 表 取 締 役 石 川 市 郎

東 京 都 八 王 子 市 高 月 町 ５ １ ５

電 話 0 4 2 − 6 9 1 − 1 9 1 9

正 会 員

㈱	貴　藤
代 表 取 締 役 池 ノ 谷 新 吾

東 京 都 昭 島 市 拝 島 町 ３ − １ − ３

電 話 0 4 2 − 5 4 5 − 6 0 2 7

正 会 員

鷹取建材	㈱
代 表 取 締 役 鷹 取 　 賢

神 奈 川 県 相 模 原 市 緑 区 川 尻 ５ ２ １ ８ − １

電 話 0 4 2 − 7 8 3 − 0 7 7 3

正 会 員

㈱	第一建設
代 表 取 締 役 松 本 秀 昭

東 京 都 福 生 市 大 字 熊 川 １ ４ ３ ８ − １ ０

電 話 0 4 2 − 5 5 2 − 3 0 2 1

正 会 員

㈱	調布清掃
代 表 取 締 役 梶 原 良 介

東 京 都 調 布 市 深 大 寺 東 町 ５ − ８ − １

電 話 0 4 2 − 4 8 5 − 1 1 6 6

正 会 員

㈱	タケエイ
代 表 取 締 役 
社 長 阿 部 光 男

東 京 都 港 区 芝 公 園 ２ − ４ − １　 Ａ − １ ０ Ｆ

電 話 0 3 − 6 3 6 1 − 6 8 3 0

正 会 員

㈱	タカヤマ
代 表 取 締 役 斉 藤 吉 信

埼 玉 県 所 沢 市 南 永 井 ３ ７ − ９

電 話 0 4 − 2 9 9 3 − 1 2 1 3

正 会 員

㈱	スイーピングサービス
代 表 取 締 役 田 邉 昌 志

東 京 都 あ き る 野 市 瀬 戸 岡 ３ ６ ０ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 6 1 1 1

正 会 員

㈲	菅原商事
代 表 取 締 役 菅 原 香 寿 代

東 京 都 江 戸 川 区 松 江 ７ − ３ ３ − ９

電 話 0 3 − 3 6 5 6 − 6 2 6 0

正 会 員

仙台環境開発	株式会社
代 表 取 締 役 櫻 井 　 慶

（東京営業所）
東京都千代田区平河町２−４−５　平河町Ｋビル 2F

電 話 0 3 − 5 2 1 5 − 5 0 0 4

正 会 員

総合商社	桂商店	㈱
代 表 取 締 役 桂 　 義 雄

千 葉 県 千 葉 市 若 葉 区 大 宮 町 １ ９ ５ ９ − ２

電 話 0 4 3 − 3 0 9 − 4 1 1 1

正 会 員

Ｓ.Ｐ .Ｅ .Ｃ . ㈱			エコレ城南島
代 表 取 締 役 深 江 伯 史

東 京 都 大 田 区 城 南 島 ３ − ２ − ８

電 話 0 3 − 5 7 5 5 − 9 8 8 4

正 会 員

㈲	スリーシープランニング
代 表 取 締 役 山 下 智 栄 子

東 京 都 品 川 区 南 品 川 ３ − ６ − ３ １

電 話 0 3 − 5 7 6 9 − 0 1 5 7

正 会 員

㈱	全公研
代 表 取 締 役 松 田 智 之

東 京 都 江 東 区 南 砂 １ − ６ − １ １

電 話 0 3 − 3 6 4 9 − 8 0 6 1

正 会 員

㈱	関商店
代 表 取 締 役 吉 田 　 潤

埼 玉 県 久 喜 市 久 喜 中 央 １ − １ ０ − １ １

電 話 0 4 8 0 − 2 3 − 5 5 5 8

正 会 員

新和環境	㈱
代 表 取 締 役 梁 川 　 哲

東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 ２ − ２ １ − １ ２

電 話 0 3 − 3 2 0 8 − 5 0 4 7

正 会 員

㈱	シンシア
代 表 取 締 役 
社 長 増 田 洋 介
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ３

　　　　　大森ベルポート D 館 6F

電 話 0 3 − 3 7 6 4 − 5 3 0 0

正 会 員

㈲	新城重機
代 表 取 締 役 新 城 敬 太

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 １ − ５ ９ − １

電 話 0 4 2 − 5 2 0 − 7 2 4 5

正 会 員

㈱	新木場物流
代 表 取 締 役 井 手 口 裕 彦

東 京 都 江 東 区 新 木 場 １ − １ ４ − ３

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 1 1 1 0
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正 会 員

東京パワーテクノロジー	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 塩 川 和 幸

東 京 都 江 東 区 豊 洲 ５ − ５ − １ ３

電 話 0 3 − 6 3 7 2 − 7 0 0 0

正 会 員

東京レンダリング協同組合
代 表 理 事 徳 田 昌 彦

東 京 都 墨 田 区 東 墨 田 １ − ９ − １

電 話 0 3 − 3 6 1 9 − 5 5 1 6

正 会 員

東都運業	株式会社
代 表 取 締 役 酒 井 大 作

東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 ３ − ２ ３ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 6 9 6 − 4 6 1 1

正 会 員

㈱	東武クリエイティブ
代 表 取 締 役 
社 長 垣 入 淳 樹

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ２ − ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 2 5 1

正 会 員

東武清掃	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 津 島 英 世

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ６ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 0 0 4

正 会 員

㈱	トーホークリーン
代 表 取 締 役 前 川 佑 子

東 京 都 渋 谷 区 東 ４ − ９ − １ ８ − ２ ０ ４

電 話 0 3 − 5 4 6 6 − 8 9 2 3

正 会 員

㈱	トキワ薬品化工
代 表 取 締 役 伊 丹 重 貴

神 奈 川 県 横 浜 市 旭 区 上 川 井 町 ３ ７ ６

電 話 0 4 5 − 9 2 1 − 3 2 6 4

正 会 員

㈱	トリデ
代 表 取 締 役 佐 藤 英 生

電 話 0 4 2 − 5 7 6 − 9 7 5 0

東 京 都 府 中 市 西 原 町 ４ − １ ７ − ５ ３本 社
事 務 所 東 京 都 国 立 市 泉 ３ − ２ ８ − １

正 会 員

㈱	トベ商事
代 表 取 締 役 戸 部 智 史

東 京 都 北 区 王 子 ５ − １ ０ − １

電 話 0 3 − 5 9 0 2 − 3 2 0 2

正 会 員

㈱	中　村
代 表 取 締 役 戸 村 勝 秀

東 京 都 杉 並 区 上 高 井 戸 ３ − ２ − ２ ３

電 話 0 3 − 3 3 0 2 − 5 1 5 6

正 会 員

中野運輸	㈱
代 表 取 締 役 松 原 美 紀 子

東 京 都 中 野 区 丸 山 １ − ２ − １

電 話 0 3 − 3 3 8 7 − 4 3 5 6

正 会 員

内藤産業	㈱
代 表 取 締 役 内 藤 信 也

東 京 都 町 田 市 小 野 路 町 ２ ３ ２ ４ − １

電 話 0 4 2 − 7 3 4 − 0 5 3 8

正 会 員

東京エコリサイクル	㈱
代 表 取 締 役 中 水 英 男

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 6 6 9 0

正 会 員

㈱	東京クリアセンター
代 表 取 締 役 
社 長 熊 木 　 浩
東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 ２ − ４ − ３

　　　　　永田町ビル９Ｆ

電 話 0 3 − 5 1 5 7 − 1 8 8 1

正 会 員

東京産資源	㈱
代 表 取 締 役 村 上 清 一 郎

東 京 都 江 東 区 東 砂 ５ − １ ４ − １ ７

電 話 0 3 − 3 6 4 5 − 6 1 3 1

正 会 員

ティー･ビー・ロジスティックス	㈱
代 表 取 締 役 相 川 和 政

埼 玉 県 八 潮 市 大 字 浮 塚 １ ０ ０ 番 地

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 3 1 1

正 会 員

千代田鉱砕	㈱
代 表 取 締 役 伊 藤 公 一

千 葉 県 柏 市 風 早 ２ − ３ − ６

電 話 0 4 − 7 1 9 2 − 2 1 5 0

正 会 員

都築鋼産	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 都 築 　 基

東 京 都 足 立 区 新 田 １ − １ ０ − １ ９

電 話 0 3 − 3 9 1 4 − 8 5 1 1

正 会 員

㈱	東海運輸
代 表 取 締 役 
社 長 宇 田 川 雅 弘

東 京 都 品 川 区 北 品 川 ５ − ８ − ３ ０

電 話 0 3 − 3 4 4 7 − 1 3 2 1

正 会 員

東京医療クリーン事業協同組合
代 表 理 事 宮 田 喜 代 美

東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 ２ − ２ ９ − １ ９

電 話 0 3 − 3 5 9 0 − 8 0 0 0

正 会 員

㈱	東亜オイル興業所
代 表 取 締 役 安 池 慎 一 郎

千 葉 県 八 千 代 市 上 高 野 １ ７ ２ ８ − ５

電 話 0 4 7 − 4 8 5 − 7 1 8 9

正 会 員

㈲	東京斫り
代 表 取 締 役 上 杉 大 樹

東 京 都 江 戸 川 区 松 江 ４ − １ ７ − ３ − ３ ０ ７

電 話 0 3 − 3 6 5 2 − 5 0 4 2

正 会 員

公益財団法人	東京都環境公社
理 事 長 山 岸 徳 男
東 京 都 墨 田 区 江 東 橋 ４ − ２ ６ − ５

　　　　　東京トラフィック錦糸町ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 3 6 4 4 − 2 1 8 9

正 会 員

東京トリムテック	㈱
代 表 取 締 役 最 上 　 修

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 １ − ２ ５ − １

電 話 0 3 − 3 4 9 2 − 3 4 3 0
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正 会 員

日本スタンド鉱油	㈱
代 表 取 締 役 長 瀬 英 次

東 京 都 葛 飾 区 柴 又 ６ − ３ − ６

電 話 0 3 − 3 6 5 0 − 9 7 6 7

正 会 員

日本設備保全	㈱
代 表 取 締 役 前 田 隆 幸

東 京 都 稲 城 市 坂 浜 １ ０ ２ − ５

電 話 0 4 2 − 3 1 3 − 8 3 0 0

正 会 員

日本トリート	㈱
代 表 取 締 役 臼 井 淳 一 郎

東 京 都 世 田 谷 区 上 馬 ３ − ７ − ８

電 話 0 3 − 3 4 2 4 − 2 0 2 0

正 会 員

日本メディカル・ウェイスト・マネジメント	㈱
代 表 取 締 役 金 原 曉 治

東 京 都 港 区 芝 １ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 7 9 8 − 4 7 0 3

正 会 員

野村興産	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 藤 原 　 悌
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 ２ − １ − ３

　　　ヤマトインターナショナル日本橋ビル

電 話 0 3 − 5 6 9 5 − 2 5 3 0

正 会 員

バイオエナジー	㈱
代 表 取 締 役 瀬 川 順 也

東 京 都 中 央 区 新 川 ２ − ９ − ９

電 話 0 3 − 5 5 4 0 − 4 2 2 5

正 会 員

日本環境	㈱

東 京 都 港 区 芝 ３ − １ ５ − １ ５

　　　　　　櫻井ビル８Ｆ

正 会 員

㈱	日本協力

東 京 都 江 東 区 潮 見 １ − ６ − ２

電 話 0 3 − 3 6 4 0 − 4 7 7 7

代表取締役会長 渡 辺 省 吾
川 上 和 章代表取締役社長

正 会 員

㈱	日本シューター
代 表 取 締 役 新 井 秀 明

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 ２ − ９

電 話 0 3 − 3 5 1 8 − 8 6 7 0

正 会 員

㈱	浜　田
常 務 取 締 役 
東 京 支 社 長 小 林 政 彦
電 話

東京都新宿区四谷４−32−４ 四谷 4 丁目32 番 4 号ビル 3F東京支社
0 3 − 6 4 5 9 − 1 3 5 2
大 阪 府 高 槻 市 芥 川 町 ２ − ２ ４ − ５本 社

電 話 0 7 2 − 6 8 6 − 3 5 0 0

正 会 員

㈲	原島組
代 表 取 締 役 原 島 和 敏

東 京 都 昭 島 市 中 神 町 １ − １ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 5 4 1 − 7 8 7 5

正 会 員

㈲	八栄興業
代 表 取 締 役 鵜 家 き よ

東 京 都 西 東 京 市 芝 久 保 町 ５ − ４ − ９

電 話 0 4 2 − 4 6 5 − 5 5 2 5

正 会 員

西東京医師協同組合
理 事 長 子 田 純 夫

東 京 都 立 川 市 柴 崎 町 ３ − １ ６ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 2 4 − 6 4 1 1

正 会 員

日栄産業	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 吉 本 花 子

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ３ − ５ − ２

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 7 4 0 0

正 会 員

日興サービス	㈱
代 表 取 締 役 山 口 　 徹

埼 玉 県 戸 田 市 笹 目 北 町 １ ４ − １ ９

電 話 0 4 8 − 4 2 1 − 9 4 3 1

正 会 員

日盛運輸	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 宇 田 川 幸 一

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ − １ １

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 1 1 0 0

正 会 員

㈱	日成ストマック・トーキョー
代 表 取 締 役 畠 山 孟 賛

東 京 都 江 戸 川 区 東 葛 西 ３ − １ ７ − １ ５

電 話 0 3 − 5 6 7 6 − 0 5 5 5

正 会 員

日晴ビジネス	㈱
代 表 取 締 役 永 井 　 剛

東 京 都 文 京 区 本 郷 ５ − ２ ４ − ３

電 話 0 3 − 5 8 0 0 − 2 6 2 6

正 会 員

日東消毒	㈱
代 表 取 締 役 弓 座 一 臣

千 葉 県 木 更 津 市 八 幡 台 ２ − ２ − １

電 話 0 4 3 8 − 3 7 − 3 5 9 5

正 会 員

日本衛生	㈱
代 表 取 締 役 澤 谷 義 一

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ３ ０ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 5 3 − 6 0 6 1

正 会 員

日曹金属化学	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 森 井 章 夫

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町 ２ １ − ７

電 話 0 3 − 4 5 8 6 − 7 8 9 2

正 会 員

㈱	ナンセイ
代 表 取 締 役 稻 福 　 誠

東 京 都 江 戸 川 区 中 葛 西 ５ − ２ ０ − ７

電 話 0 3 − 3 8 7 7 − 5 0 2 6

正 会 員

㈱	西商店
代 表 取 締 役 西 　 義 雄

東 京 都 大 田 区 池 上 ６ − ２ ８ − ５

電 話 0 3 − 3 7 5 4 − 2 4 4 1

正 会 員

中村産業	㈱
代 表 取 締 役
社 長 中 村 英 生

東 京 都 江 東 区 豊 洲 ６ − ６ − ６

電 話 0 3 − 6 6 3 3 − 0 1 8 9
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正 会 員

㈱	明和運輸
代 表 取 締 役 植 田 　 毅

東 京 都 足 立 区 宮 城 １ − ６ − １ ２

電 話 0 3 − 3 9 1 1 − 6 1 2 6

正 会 員

㈱	山一商事
代 表 取 締 役 松 本 大 輔

東 京 都 港 区 六 本 木 ７ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 4 2 3 − 8 1 1 3

正 会 員

山下産業	㈱
代 表 取 締 役 山 下 栄 雄

山 梨 県 北 杜 市 須 玉 町 若 神 子 ５ ２ ８ ０

電 話 0 5 5 1 − 4 2 − 4 8 4 8

正 会 員

マロン環境	株式会社
代 表 取 締 役 栗 原 　 義

東 京 都 豊 島 区 駒 込 １ − ３ ５ − ２

電 話 0 3 − 3 9 4 2 − 6 2 1 3

正 会 員

都清掃	㈱
常 務 取 締 役 吉 野 猛 彦

東 京 都 足 立 区 佐 野 １ − ２ ８ − １ ０

電 話 0 3 − 3 6 0 6 − 0 1 3 5

正 会 員

村上工業	㈱
代 表 取 締 役 村 上 隆 秀

東京都国立市西２−２０−６フォレスト国立 B1F

電 話 0 4 2 − 5 7 3 − 1 3 9 5

正 会 員

松田産業	㈱
代 表 取 締 役 
社 長 松 田 芳 明

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 １ − ２ ６ − ２

電 話 0 3 − 5 3 8 1 − 0 0 0 1

正 会 員

丸順商事	㈲
代 表 取 締 役 矢 部 　 要

東 京 都 羽 村 市 富 士 見 平 ２ − １ − １ ４

電 話 0 4 2 − 5 5 4 − 2 2 2 9

正 会 員

松村ダスト	㈲
代 表 取 締 役 松 村 博 文

東 京 都 あ き る 野 市 舘 谷 ２ ５ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 6 − 4 9 5 9

正 会 員

㈱	ヨシモリ
代 表 取 締 役 高 橋 安 繁

東 京 都 足 立 区 関 原 １ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 8 4 8 − 2 3 4 5

正 会 員

山田設備工業	㈱
代 表 取 締 役 山 田 有 司

東 京 都 日 野 市 大 坂 上 ２ − ２ − ７

電 話 0 4 2 − 5 8 4 − 0 8 7 9

正 会 員

山大物産	㈱
代 表 取 締 役 山 下 逸 郎

埼 玉 県 新 座 市 菅 沢 ２ − １ ４ − ２ ９

電 話 0 4 8 − 4 8 1 − 3 8 4 5

正 会 員

㈱	フジ・トレーディング
代 表 取 締 役 大 羽 敬 子

東 京 都 東 大 和 市 向 原 ４ − ２ ９ − ９

電 話 0 4 2 − 5 6 5 − 7 7 2 2

正 会 員

㈱	藤原土建
代 表 取 締 役 丸 島 寛 範

東 京 都 狛 江 市 元 和 泉 ３ − ６ − １ ３

電 話 0 3 − 3 4 8 8 − 5 1 5 9

正 会 員

㈲	古川新興
代 表 取 締 役 古 川 幸 司

東 京 都 府 中 市 是 政 ３ − ６ ５ − １

電 話 0 4 2 − 3 6 5 − 2 2 3 1

正 会 員

㈱	ペエックス
代 表 取 締 役 伊 藤 伸 夫

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ８ １ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 8 − 2 1 2 1

正 会 員

ベル・テック	㈱
代 表 取 締 役 鈴 木 照 明

東京都江戸川区中央３−６−１４ 三家第一ビル１Ｆ

電 話 0 3 − 5 8 7 9 − 5 0 5 0

正 会 員

㈱	まごころ清掃社
代 表 取 締 役 高 野 正 道
東 京 都 八 王 子 市 長 房 町 １ ２ ６ − ２
電 話（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

0 1 2 0 − 5 3 8 − 0 5 6

正 会 員

㈱	マスヒロ
代 表 取 締 役 桝 満 和 洋

埼 玉 県 三 郷 市 早 稲 田 １ − １ ４ − １ ８

電 話 0 4 8 − 9 5 7 − 7 7 4 9

正 会 員

㈱	増渕商店
代 表 取 締 役 増 渕 千 人

東 京 都 板 橋 区 高 島 平 ７ − ４ − ３　 ２ Ｆ

電 話 0 3 − 5 9 6 8 − 4 0 7 7

正 会 員

マスヒロ環境	㈱
代 表 取 締 役 増 田 博 之

東 京 都 西 多 摩 郡 瑞 穂 町 長 岡 ２ − ５ − ２

電 話 0 4 2 − 5 5 6 − 0 3 0 8

正 会 員

㈱	福井商店
代 表 取 締 役 赤 羽 敏 宏

東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − ４ − ２

電 話 0 3 − 3 2 5 2 − 3 8 9 6

正 会 員

㈲	ビー・アイ・エル
代 表 取 締 役 武 藤 廣 見

東 京 都 北 区 東 田 端 ２ − ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 3 − 7 4 8 0

正 会 員

㈱	日向興発
代 表 取 締 役 前 田 弘 貴

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 ４ − １ ３ − ６

電 話 0 3 − 5 3 3 3 − 0 2 8 3



46 第 38 巻第 5 号　通巻第 371 号 47とうきょうさんぱい　令和 3 年 8 月 1 日号

賛 助 会 員

全国オイルリサイクル協同組合
理 事 長 長 谷 川　 徹

東 京 都 中 央 区 京 橋 ２ − ６ − ６

電 話 0 3 − 5 2 5 0 − 5 0 8 6

賛 助 会 員

㈱	ＪＥＭＳ
代 表 取 締 役 須 永 裕 毅

茨 城 県 つ く ば 市 東 新 井 ３ １ − １ ３

電 話 0 2 9 − 8 6 3 − 7 2 1 5

賛 助 会 員

㈱	ゼスト
代 表 取 締 役 白 石 恭 隆

東京都中央区銀座７−１２−４ 友野本社ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 7 7 − 3 4 7 7

賛 助 会 員

㈱	高見沢分析化学研究所
代 表 取 締 役 高 橋 紀 子

埼 玉 県 さ い た ま 市 桜 区 西 堀 ６ − ４ − ２ ８

電 話 0 4 8 − 8 6 1 − 0 2 8 8

賛 助 会 員

日立建機日本	㈱
東 京 支 店
支 店 長 永 野 大 輔

埼 玉 県 草 加 市 弁 天 ５ − ３ ３ − ２ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 5 − 7 3 4 1

賛 助 会 員

㈱	はとバスエージェンシー
代 表 取 締 役 鷲 尾 雅 彦

東 京 都 大 田 区 平 和 島 ５ − ４ − １

電 話 0 3 − 3 2 9 8 − 5 5 7 1

賛 助 会 員

内藤環境管理	㈱
代 表 取 締 役
社 長 内 藤 　 岳

埼 玉 県 さ い た ま 市 南 区 大 字 太 田 窪 2051 − 2

電 話 0 4 8 − 8 8 7 − 2 5 9 0

賛 助 会 員

ＤＯＷＡエコシステム	㈱
取 締 役
ウエステック事業部長 中 村 達 也
東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

　　　　　秋葉原ＵＤＸ２２Ｆ

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 1 2 3 1

賛 助 会 員

㈱	東立テクノクラシー
東 京 支 店 長 篠 原 雄 二
東 京 都 港 区 高 輪 ２ − １ ５ − ８

 グレイスビル泉岳寺前１０Ｆ

電 話 0 3 − 6 8 0 9 − 5 6 7 0

賛 助 会 員

一般社団法人	東京建物解体協会
会 長 藤 井 　 誠

東京都中央区八丁堀３−１０−１ 章山堂ビル４０１

電 話 0 3 − 3 5 5 1 − 1 0 7 5

賛 助 会 員

㈱	御池鐵工所
代 表 取 締 役 小 林 秀 匡

広 島 県 福 山 市 神 辺 町 川 南 ３ ９ ６ − ２

電 話 0 8 4 − 9 6 3 − 5 5 0 0

賛 助 会 員

皆川美術印刷	㈱
代 表 取 締 役 皆 川 　 暁

東 京 都 荒 川 区 東 日 暮 里 ２ − １ ３ − ４

電 話 0 3 − 3 8 9 1 − 8 1 4 1

賛 助 会 員

サナート行政書士事務所
代 表 
特定行政書士 下 方 和 美
東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ３ − ７ − １

　　　　　　　　　　　　霞ヶ関東急ビル３０１

電 話 0 3 − 6 5 5 0 − 9 4 9 7

正 会 員

㈱	和光サービス
代 表 取 締 役 山 田 邦 光

千 葉 県 白 井 市 河 原 子 ３ ２ ７ 番 地

電 話 0 4 7 − 4 9 1 − 5 3 0 5

賛 助 会 員

株式会社	環境管理センター
執 行 役 員 
営 業 本 部 長 堀　 宏 一 郎
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ ４ − ４

　　　　　内神田ビルディング３Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 4 3 2 1

賛 助 会 員

行政書士　笹島総合事務所
代 表 
特定行政書士 笹 島 潤 也

東 京 都 北 区 田 端 ６ − ４ − ８

電 話 0 3 − 5 8 3 2 − 4 6 7 0

賛 助 会 員

㈱	環境と開発
代 表 取 締 役 田 邉 陽 介

東 京 都 千 代 田 区 神 田 富 山 町 １ − ３ − ３ F

電 話 0 3 − 6 6 6 1 − 7 1 7 4

賛 助 会 員

行政書士法人	
産廃コンサルティング総合事務所

特定行政書士 北 村 　 亨
千 葉 県 市 川 市 市 川 １ − ２ ２ − １ ０
電 話 0 4 7 − 7 1 1 − 0 8 4 7

正 会 員

㈱	リスト
代 表 取 締 役 遠 藤 重 雄

東 京 都 国 立 市 矢 川 ３ − ２ ３ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 7 2 − 1 3 0 0

正 会 員

㈱	ワイエムエコフューチャー
代 表 取 締 役 加 瀬 博 章

埼 玉 県 草 加 市 青 柳 ２ − ７ − ４ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 3 − 3 0 0 4

正 会 員

㈱	ヨドセイ
代 表 取 締 役 青 栁 文 夫

東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 ２ − ３ ８ − ２ ０

電 話 0 3 − 3 9 8 5 − 8 8 0 1

正 会 員

和興テクノ	㈱
代 表 取 締 役 村 上 洋 一

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ６ − ５ − ４

電 話 0 3 − 6 2 6 5 − 3 9 2 0

賛 助 会 員

市川燃料チップ	㈱
代 表 取 締 役 彦 坂 裕 一

東 京 都 江 戸 川 区 平 井 ３ − ２ ３ − １ ７

電 話 0 3 − 3 6 3 6 − 3 2 8 0

賛 助 会 員

社会保険労務士・行政書士		今井まさみ事務所
代 表 今 井 正 美

東 京 都 足 立 区 西 新 井 ３ − ５ − １ − ３ １ ０

電 話 0 3 − 6 8 0 7 − 1 9 5 8
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賛 助 会 員

㈱	ヤマゼン
代 表 取 締 役 山 﨑 公 信

電 話 0 5 9 5 − 2 0 − 9 2 5 0

一 般 社 団 法 人

東京都産業資源循環協会

名 誉 会 長 吉 本 昌 且

相 談 役 近 江 	 	 	 昭

相 談 役 乙 顔 	 	 	 均

名 誉 会 長 高 橋 俊 美

一 般 社 団 法 人

東京都産業資源循環協会
会 長	 鈴 木 宏 和
専 務 理 事	 木 村 尊 彦
事 務 局 長	 鈴 木 眞 吾

 	 中 澤 宏 子
 	 佐 伯 初 美
 	 髙 野 清 花
 	 松 田 和 泉
 	 深 井 裕 香
 	 小 熊 朋 恵
 	 長 田 徳 子

相 談 員	 服 部 	 	 	 昭
 	 高 橋 辰 男

広報委員会
委 員 長	 森 	 	 	 雅 裕
副 委 員 長	 吉 本 花 子
副 委 員 長	 大 崎 秀 也
	 吉 野 猛 彦
	 青 木 繁 雄
	 佐 野 藤 治
	 小 林 	 	 	 豊
	 福 田 	 	 	 隆
	 望 月 麻 子


